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那覇市議会






















会議録目次（第１３３回）






○　招集告示

○　会期及び日程

○　上程案件

　　　　（議案第　９８号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算（第２号））

　　　　（議案第　９９号　１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算）

　　　　（議案第１００号　工事請負契約について）

　　　　（決議案第　４号　「沖繩返還協定」に関する決議）


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


○　上程案件処理結果


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






　１０月２２日

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程及び会議に付した事件

○　開会、開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　決議案上程・提案理由の説明

　　　　（決議案第４号　沖繩返還協定に関する決議）

　　　￮ 表決






○　議案上程・提案理由の説明

　　　　（議案第　９８号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算）

　　　　（議案第　９９号　１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算）

　　　　（議案第１００号　工事請負契約について）

　　　￮ 　質疑

　　　　　　￮ 宮城武議員

　　　　　　　財政部長

　　　　　　　財政課長

　　　　　　　保健衛生部長

　　　　　　￮ 仲村正治議員

　　　　　　　水道局長

　　　　　　￮ 又吉久正議員

　　　　　　　土木部長

　　　　　　　財政課長

　　　　　　　第二助役

　　　　　　　財政課長

　　　　　　　土木部長

　　　　　　　第二助役

　　　　　　　土木部長






　　　￮ 表決






○　閉会






　　　◎第１３４回那覇市議会会議録（臨時会）





















那覇市告示第６３号　　

１９７１年１０月１９日









１９７１年第１３３回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する









那覇市長　平良良松













１．日時　１９７１年１０月２２日（金）午前１０時

２．場所　那覇市議会議場

３．付議事件

　(1) １９７２年度那覇市一般会計補正予算

　(2) １９７２年度那覇市水道事業会計補正予算

　(3) 工事請負契約について

　(4) 決議案第４号「沖繩返還協定」に関する決議










































１９７１年第１３３回那覇市議会臨時会会期日程






１９７１年１０月２２日　　１日間







	
			月
			日
			曜
			種別
			日程
			備考
	

	
			10
			22
			金
			本会議
			議案上程、説明聴取、質疑　討論　表決
			

	
























第１３３回那覇市議会会議録







臨時会







上程案件
















議案第９８号






１９７２年度那覇市一般会計補正予算（第２号）






　１９７２年度那覇市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。






　（歳入歳出予算の補正）

第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ467,000ドルを追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ29,950,271ドルとする。

２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（市町村債の補正）

第２条　市町村債の追加は、「第２表市町村債補正」による。

２　市町村債の変更は、「第２表の２市町村債補正」による。






　　　　　　　１９７１年１０月２２日提出


那覇市長　平良良松








 
  	　　　　第１表　歳入歳出予算補正
 

 
  	　　　　　　歳入　　　　　　　　　　　歳出
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  	　　　第２表　市町村債補正　　　　第２表の２　市町村債補正
 

 
  	　　　　　１　　追加　　　　　　　　　２　変更
 

 
  	[image: ]
 










 
  	１９７２年度那覇市一般会計補正予算（第２号）
 

 
  	歳入歳出補正予算事項別明細書
 

 
  	　　　　　　　　　　１　歳入
 

 
  	　　　　　　　　　　　　第１款　市債
 

 
  	　　　　　　　　　　　　　第１項　市債
 

 
  	[image: ]
 






 
  	

 

 
  	

 

 
  	　　　　　　２　歳出
 

 
  	　　　　　　　第１款　衛生費
 

 
  	　　　　　　　　第１項　清掃費
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  	　　　　　　　　　第２款　公債費
 

 
  	　　　　　　　　　　第１項　公債費
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  	市町村債の前前年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における
 

 
  	現在高の見込みに関する調書
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議案第９９号






１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算






第１条　１９７２年度那覇市水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。

第２条　１９７２年度那覇市水道事業会計予算第４条中に定めた「償還の方法」を次のとおり補正する。

　　「借入れの日から１０年以内に元金を半年賦不均等償還（償還開始の日から５年間までに起債額の６割に相当する額を償還し、以後５年間に残額を償還）する。

　ただし、融資の条件または財政の都合により償還期限を短縮し、または繰上償還することができる。」を「沖繩銀行から借り入れる場合、借入れの日から１０年以内に元金を半年賦不均等償還（償還開始の日から５年間までに起債額の６割に相当する額を償還し、以後５年間に残額を償還）する。その他から借り入れる場合、借入れの日から２５年以内に元利均等償還

　ただし、融資の条件または財政の都合により、償還期限を短縮し、または繰上償還することができる。」に改める。









　　　　　　　　１９７１年１０月２２日提出






那覇市長　平良良松









議案第１００号






工事請負契約について






　次のとおり工事請負契約を締結する。






　　　　　　　１９７１年１０月２２日提出






那覇市長　平良良松






１　契約の目方　　　国際通り下水道枝線工事その３

２　契約の方法　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　＄８８，１５０ドル

４　工期　　　　　　議決の日から１９７２年３月２０日まで

５　契約の相手方　　那覇市崇元寺町１丁目１３５番地

　　　　　　　　　　株式会社　小波津組

　　　　　　　　　　　代表者　小波津選良






（提案理由）

　都市基幹施設の一環として下水道を完備し、市民の環境衛生の向上を図る目的で、公共下水道を建設するため、この案を提出する。






（参考資料）

工事請負仮契約書






１　工事名　　　　国際通り下水道枝線工事その３

２　工事場所　　　那覇市牧志町・字安里地内

３　工期　　　　　議決の日から１９７２年３月２０日まで

４　工事内容　　　図面および仕様書（現場説明等を含む。）のとおり

５　請負金額　　　＄８８，１５０ドル

６　部分払回数　　３回以内

７　契約保証金　　免除

８　特約事項






　上記工事について、注文者那覇市と請負人株式会社小波津組とは、建設業法、那覇市契約規則および那覇市建設工事執行規則に基づき、おのおの対等の立場における合意により請負契約を締結し、信義に従つて誠実にこれを履行するものとする。

　この仮契約書は、市長がこの契約について那覇市議会の議決を得たときは、その議決の日をもつて本契約書に切り変わるものとする。この場合、議決のあつた旨を遅滞なく請負人に通知するものとする。






　この契約を証するため本書２通を作成し、当事記名押印のうえ各自がその１通を所持する。






　　　　１９７１年１０月１６日









　　　　　　　　　　　　　　那覇市

　　　　　　　　　　注文者　支出負担行為担当者

　　　　　　　　　　　　　　下水道業務課長　屋良利彦　㊞






　　　　　　　　　　請負人　住所　那覇市崇元寺町１丁目１３５番地

　　　　　　　　　　　　　　商号　株式会社　小波津組

　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　小波津選良　㊞









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








決議案第４号






「沖繩返還協定」に関する決議






　このことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので提出する。






　　　　　１９７１年１０月２２日






　　提出者

　　　那覇市議会議員

　　　　　　金城吾郎　　　　　　　宮城武

　　 （人民）国吉辰雄　　　　　　　玉城栄一






　　賛成者

　　　那覇市議会議員

　　　　　　喜舎場盛一　　　　　　比嘉佑直

　　　　　　仲村正治　　　　　　　大浜長弘

　　　　　　島袋宗康　　　　　　　辺野喜英興

　　　　　　黒潮隆　　　　　　　　仲本安一






（提案理由）

　沖繩返還協定批准国会に際し、那覇市議会の意思を表明する必要があるので、本案を提出する。












「沖繩返還協定」に関する決議






　日米共同声明を基調として結ばれた沖繩返還協定の批准および関連諸案立法のための臨時国会が沖繩県民注視の中で開かれている。

　那覇市議会は施政権返還に関する要請を過去幾度か行なつてきたが、今国会において批准および審議されようとしている諸法案については県民の正しい意思が反映されず、大きな不満を表明するものである。

　よつて、那覇市議会は政府ならびに国会が完全復帰実現のため、返還協定および関連諸法案の審議にあたり、県民意思を正しく反映する措置を講ずるよう強く要請する。






　　　　　１９７１年１０月２２日






那覇市議会






～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～























第１３３回那覇市議会会議録







臨時会













上程案件

処理結果
















第１３３回那覇市議会（臨時会）処理結果






開催年月日　１９７１年１０月２２日

会期　　　　１日間　　　　　　　　










	
			１９７１年１０月２２日
			（午前１０時１７分　開会）
	

	
			（午前１１時３１分　閉会）
	








１．本会議






　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			10
			22
			

			会議録署名議員の指名
			議長
			１番議員
２番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			会期の決定
			〃
			１日間
	

	
			〃
			〃
			〃
			決　
　4
			沖繩返還協定に関する決議
			19番議員
外１１名
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			98
			１９７２年度那覇市一般会計補正予算
			市長
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			99
			１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			100
			工事請負契約について
			〃
			同意
	































第１３３回那覇市議会会議録







臨時会













１０月２２日（１日、金曜日）

















１９７１年第１３３回那覇市議会会議録（臨時会）







	
			○　１０月２２日（１日）
			（午前１０時１７分　開会）
	

	
			（午前１１時３１分　閉会）
	








○　出席議員（２６名）






　　　１番(社大)国吉辰雄君　　　１７番　又吉久正君

　　　２番　中村昌信君　　　　　　１８番　仲本安一君

　　　３番　瀬長フミ君　　　　　　１９番　金城吾郎君

　　　４番　辺野喜英興君　　　　　２０番　黒潮隆君

　　　５番　喜舎場盛一君　　　　　２１番　久高友敏君

　　　６番　仲村正治君　　　　　　２２番　喜久山朝重君

　　　７番　　欠員　　　　　　　　２３番　宮城武君

　　　８番　上原綱正君　　　　　　２４番　真栄城嘉園君

　　　９番　金城甚松君　　　　　　２５番　比嘉佑直君

　　１０番　島袋宗康君　　　　　　２６番　安見福寿君

　　１１番(人民)国吉辰雄君　　　２７番　玉城栄一君

　　１２番　　欠員　　　　　　　　２８番　　欠員

　　１３番　平良信一君　　　　　　２９番　椿秀義君

　　１４番　宮里敏慶君　　　　　　３０番　大浜長弘君

　　１６番　高良文雄君






○　欠席議員（１名）






　　１５番　金城重正君









○　市町村自治法第６１条による出席者






　　　市長　　　　　　　　平良良松君

　　　第一助長　　　　　　稲嶺成珍君

　　　第二助長　　　　　　前田武行君

　　　収入長　　　　　　　呉屋永得君

　　　企画部長　　　　　　平良清安君

　　　財政部長　　　　　　伊波静男君

　　　経済民生部長　　　　備瀬政太郎君

　　　保健衛生部長　　　　内間武義君

　　　土木部長　　　　　　内間安春君

　　　消防本部長　　　　　具志清一君

　　　水道局長　　　　　　佐久川寛貞君

　　　総務課長　　　　　　石川源三君

　　　財政課長　　　　　　上原繁栄君

　　　建設庶務課長　　　　照屋建男君

　　　下水道業務課長　　　屋良利彦君

　　　経理課長　　　　　　宮平亀一君

　　　秘書課長　　　　　　岸本安神君






○　事務局出席者

　　　事務局長　　　　　　義永栄善君

　　　庶務課長　　　　　　玉城三郎君

　　　議事課長　　　　　　新垣襄二君

　　　議事係長　　　　　　亀島美一君

　　　調査係長　　　　　　永山盛広君






　　　記録係長　　　　　　山城正信君

　　　主事　　　　　　　　徳村政保君

　　　主事　　　　　　　　上原洋子君

　　　主事　　　　　　　　山川恵美子君









１９７１年第１３３回那覇市議会臨時会議事日程第１号






１９７１年１０月２２日（金曜）午前１０時開催






　第１　会議録署名議員の指名

　第２　会期の決定

　第３　決議案第４号　　「沖繩返還協定」に関する決議

　第４　議案第９８号　　１９７２年度那覇市一般会計補正予算

　　　　議案第９９号　　１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算

　　　　議案第１００号　工事請負契約について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　会議に付した事件

　　　　　（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　１９７１年第１３３回那覇市議会臨時会を開会いたします。これより、本日の会議を開きます。この際諸般の報告をいたします。１０月１９日付、市長から議案の送付がありました。１０月２２日付、議員金城吾郎君ほか１１名から会議規則第１４条の規定により決議案第４号「沖繩返還協定」に関する決議の提出がありました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は、社大国吉辰雄君、中村昌信君、を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第２、会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。

　今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　異議なしと認めます。よつて会期は、１日間と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第３、決議案第４号、沖繩返還協定に関する決議を議題といたします。

　提案者の説明を求めます。






○　金城吾郎君

　　ただいま議題となりました決議案第４号、沖繩返還協定に関する決議につきましてその提案の趣旨説明を申し上げます。去る１０月１６日、日本とアメリカとの間に締結されました、琉球諸島及び大東諸島に関する日本国とアメリカ合衆国との間の協定、いわゆる沖繩返還協定の批准並びに関連諸法案の立法をめぐりまして臨時国会が開会されていることはご承知のとおりであります。戦後２６年有余にわたりまして私ども沖繩県民が戦争の結果とはいえ不法、不当な異民族の統治下におかれ、その中から生まれて来るあらゆる矛盾と戦いながら今日まで主権回復の県民的なそして全国民的な戦いを展開してまいつたのでありますが、６９年の日米共同声明により７２年に返還されることが約束付けられ、そして去る６月１７日には先程申し上げました返還協定が締結され、そしてこのたび批准国会になつたわけであります。少なくとも沖繩の地位が日本の主権のもとに回復されるとするならば、われわれ沖繩県民の意思を正しく反映した返還でなければならないということは今日まで琉球政府立法院をはじめ各地方自治体における議会あるいは各民主団体におきましても強く要請し続けてまいつたわけであります。しかしこの返還協定から生まれて来る復帰要綱あるいは関連法案を見ますると必ずしも沖繩県民の意思を正しく反映されたものとしては受けとれない点もあります。その点につきましてはもちろん各団体の表明の仕方に多少の差はあつたにいたしましても不満が表明されてることはご承知のとおりであります。今国会におきまする首相の所信表明演説に対する各党の質問の中からも出ておりますようにまた総理自身も不備であると申しております。こういう過程の中で私ども議会といたしまして少くとも過去１２回にわたり沖繩の施政権返還に対して強い要請を行なつて来た。あるいは軍用地問題の打開のために積極的な取り組みを行い今日まで１１回にわたつて要請を続けてまいつております。去る３月の定例議会の最終日の４月２日におきましても那覇市の都市建設事業推進にあたつてもつとも障碍になつてる軍用地問題解決のために全会一致をもつて市内における軍用地開放を強く訴えたことも議員各位がまだ記憶に新しいところであります。しかしながらこの軍用地問題もわれわれの期待に反して反還協定及びこれに付随する交換公文、覚書等に明記されていないのであります。こういう私どもの幾多の要求にもかかわらずそれを完全に受け入れたところの返還協定でないことにつきましては先程も申し上げましたように差こそあれ不満の意を表明せざるを得ないということが実情であろうと思います。そこで私ども那覇市議会といたしまして意思表示をする必要があるのではないかということになりまして去る１０月１８日議会運営委員会を開会いたしましてこのことについて協議いたしましたら適当な時期であるので意思表示をすべきであるということが委員会において決定されまして起草委員をあげて昨日までに案を調整をしたわけであります。以上、この決議案を作るに至りました経過並びに趣旨説明を終りまして決議案を朗読いたします。


　　沖繩返還協定に関する決議日米共同声明を基調として結ばれた沖繩返還協定の批准および関連諸法案立法のための臨時国会が沖繩県民注視の中で開かれている。那覇市議会は施政権返還に関する要請を過去幾度か行なつてきたが、今国会において批准および審議されようとしている諸法案については県民の正しい意思が反映されず、大きな不満を表現するものである。よつて、那覇市議会は政府ならびに国会が完全復帰実現のため、返還協定および関連諸法案の審議にあたり、県民意思を正しく反映する措置を講ずるよう強く要請する。１９７１年１０月２２日那覇市議会、なお宛先は、内閣総理大臣、衆参両院議長となつております。






○　議長（辺野喜英興君）

　　ただいまの説明に対し質疑に入ります。

　　　　　　　　　　（「質疑、討論なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　質疑、討論なしと認め採決に入ります。決議案第４号、沖繩返還協定に関する決議について原案どおり可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は全会一致可決されました。なお宛先は内閣総理大臣、衆参両院議長。事務処理上の問題といたしまして主席、立法院議長にも送付いたしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第４、議案第９８号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算。議案第９９号、１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算。議案第１００号工事請負契約について。を一括して議題とし提案理由の説明を求めます。






○　財政部長（伊波静男君）

　　議案第９８号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算について、ご説明申しあげます。今回の補正予算は公務員等共済組合が市町村の建設事業に貸付を行なうことになりましたので起債の追加とそれに伴う予算の追加であります。一般会計事業分としては、さきに公営住宅建設用地として先行取得するため琉球銀行から短期債として借入れました、第２次の石嶺、大名町用地購入債８６７,５００ドルの一部を長期低利な条件で借り換えるための市債の追加４４７,０００ドルとまた当初予算で計上いたしました、ごみ焼却炉建設工事の設計見積をしたところ２０,０００ドルの不足が見込まれますのでこの分も起債を充当する計画で市町村債の補正とそれに伴う歳入歳出予算を追加するため補正予算を編成いたしました。なお、１９７２年度の市町村債の許可について市町村単独事業については、１９７１年１０月３０日までに行政主席あて申請するよう政府地方課からの方針が通知されてきておりますので、公営住宅用地購入借換債の許可について、今月中に申請をしなければならないので、今回の臨時議会に補正予算を提案したものであります。よろしくご審議のほどをお願い申しあげます。






○　水道局長（佐久川寛貞君）

　　議案第９９号、１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算について提案理由をご説明申し上げます。

　　当初沖繩銀行から１０ヶ年の償還期限で９６７,０００ドルを起債することで議決をえましたが、１０月２日に公務員等共済組合から年利6.5パーセント、償還期限を２５ヶ年の長期に亘る条件で融資内諾をえたので９６７,０００ドルを同組合から借入れをするため償還期限延長の補正を致しました。よろしくご審議の程お願い申し上げます。






○　土木部長（内間安春君）

　　議案第１００号、工事請負契約についてご説明いたします。

　　本市の下水道建設工事は、1965年度初年度として、工事を施工してまいりました。今年度も前年度に引き続き国際通り下水道枝線工事その３他２０件の工事を施工する計画であります。国際通り下水道枝線工事その３は、牧志町三越デパート前から安里三又路間の工事総延長809.50メートルで１９７２年３月２０日までの竣工期限となつております。この工事については、政府からの補助指令を１０月４日に交付され、去つた１０月１６日に８社を指名して入札を行なつた結果、請負金額８８,１５０ドルで、株式会社小波津組代表者、小波津選良が落札決定いたしました。以上お手許に配布してあります議案のとおり仮契約を締結いたしましたので、『議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例』第２条の規定により議決を得るため、この案を提出したのであります。よろしくご審議くださるようお願いいたします。






○　議長（辺野喜英興君）

　　質疑に入ります。






○　宮城武君

　　議案第９８号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算について質問いたします。今回、補正で出された案はこれまでの琉銀から短期借入でやつた金を、公務員等共済組合から借り換えるというふうな説明がなされておられますが、この公務員等共済組合関係法の中で、第２３条の資金運用、これを受けて施行規則第９条１項２号で一時借入という条文がございますが、その長期借入にもつていくということが可能であるという根拠は何に基づいたものであるか、ひとつご説明願いたいと思うのでございます。なおこの法案を見ますと、規則の改正が出来る間、借入が可能であるかのような印象を受ける条項がございますが、どういう形で長期借入が可能になつたのか。その法的な根拠があればご説明願いたいと思います。






○　財政部長（伊波静男君）

　　お答えいたします。ただいまのご質疑の中にもありましたように、公務員等共済組合法第２３条、とりわけ同法施行規則第９条の４号に基づいて、本土でも長期債の融資がなされていると、共済組合のほうでもそういう説明をしており、私どももそれに基づいて借入れることになつております。






○　宮城武君

　　ただいまのご説明によりますと、９条の第４号、政府債、市町村債、あるいは貸付信託の受益証券とあるが、これは市が発行する債券をいつておるのでなくして、借入れそのものをさしておるのであるかどうか。市が発行する債券をいつているんではないんですか。第９条第４号は。第９条第４号は特別の立法により法人の発行する債券というふうになつておりますが。






○　財政課長（上原繁栄君）

　　お答えいたします。確かにこの貸付の規則改正にあたりましては、公務員等共済組合の事務局におきましては、第９条第１項第２号で貸付ける場合には一時借入で、長期貸付ができないため規則の改正が必要だということで、深く検討を進めてまいつたわけです、それで政府の職員厚生課に、公務員等共済組合が規則の改正方を申し入れておりましたところ、いろいろ検討した結果、また自治省と照会しました結果、この第９条４号でできるんだという結論を得たということで規則の第４号の市町村債の貸付までこれに含めるという解釈に立つているようです。以上。






○　宮城武君

　　ただいまのご説明によりますと、規則の改正ができる間、この４号でも長期貸付ができるんではなかろうかという見解が自治省との間に了解事項といいましようか、できたという説明があるわけでございますが、本員がそれを見てみますと、第４号というのは市町村、あるいは政府、電々公社等の発行する債券そのものをさしておるんであつて債券とそれからお互いの地域開発のための長期融資であるというものとは本質的に違うんじやなかろうかというふうな感じがしてならないんですが、自治省との間でこれが了解事項だというならばあえてそれ以上質問申し上げませんが、自治省との間で確認済みであるというご答弁を聞きまして、これでこの債券に対する質問を終わりますついでに、続いて衛生費の中で２万ドルの追加が出ております。この２万ドルは当初予算の中で見積り施工、塵芥処理費の中で入つてきたわけですが、当初この２万ドル不足するということはわかつておられたのか、わかつていなかつたのか。そこら辺をまずお伺いしたいと思います。






○　保健衛生部長（内間武義君）

　　お答えいたします。当初その２万ドルが不足するのかどうかということについて予測しておつたのかどうかというご質問の内容だと思います。この件につきましては、やはり当初の基本的な構想でございまして、具体的に進めていくという段階ではなかつたというふうな状態でありましたので、２万ドルが不足するという当初からの予測は立て得なかつたというふうにご理解願いたいというふうに思います。






○　宮城武君

　　ただいまの答弁によりますと、具体的な構想じやなくして基本的な構想の中から、その問題について不足するかどうか、ということは予測できなかつたというふうな答弁をなさつておられますが、これはとんでもないことです。大体において予算を提示する中で具体的な積算の基礎、あるいは計数の資料を中心にして予算を組まないで、ただちやらんぽらんで出す。そういうこととで果して執行者の態度としていいのかどうか。とんでもないんだ、そういう答弁は。しかもこれは工事請負費になつておる、工事費の中に２万ドルという不足額が出るということは当初から予測されなかつたというならば事務段階でのミスであると本員は思うんです。その辺どうなんですか。もう一度ご答弁お願いします。






○　保健衛生部長（内間武義君）

　　お答えいたします。この焼却炉の建設につきましては、当初その準備委員会が設置されまして、その中でいろいろと論議されてまいつたわけであります。その建設の準備委員会を発足させた目的は、ご承知のようにこの機種の選定、あるいは建設に関する事項の審議を目的として、構成は９名で進められておりますが、日程経過についてはおよそ５回にわたつて検討が深められて慎重に検討されてきているわけです。その中身の大綱を申し上げますと、その施設の計画とか、あるいは機種の選定とか補助申請についていろいろと論議を慎重に検討を加えられてきているわけでありますが、その中でミスがあつたんじやないか、ということでございますが、その当時の委員会の内容としましては、前にご審議ご決定いただきました金額で、やはり十分にやつていけるという一定の自信を持つて一応提案申し上げたわけであります。けれどもその２万ドルの不足について当初からその予測しなかつたということは当局のミスではないかということでございますが、その当初の計画、構想からしますというとそのご審議、ご決定いただいた金額でやれるといつたようなことで委員会としては提案申し上げ、慎重に議会のほうでもご審議いただいてご決定を見ているわけでございますので、その経過からしましてあの当時の計画はその金額でやれるといつたようなことでございました、ということを申し上げておきたいと思います。






○　宮城武君

　　主管部長、ひとつ質問に対してお答え願いたいと思うんですよ。どうもいまの質問に対してあなたのは経過説明なんですよ。そうじやなくして当初委員会でもそれだけの金額でやるんだという自信があつてお出しになつた。しかしいまになつて２万ドル不足したということは当時と今日とでは情勢の変化でもあり得るのかどうか。本員が考えますところによると、当然ミスだと思うんです。しかし、ミスだといいにくいんでしよう。あんた方委員会でこれだけでやれるんだという自信を持つて決定しておる。しかもこれは６月議会から何か月もたつてない、そういう中で情勢の変化とか何とかはあり得ない。賃金の上昇であるとか、あるいは物価の上昇であるとかということは当然見込んだ上での予算の決定がなされたはずだ。その経過の説明じやなくして何で２万ドル追加しなければならないのか、その当時のあんた方の予算の見積りがあまかつたのかどうか、その点をお聞ききいたします。






○　保健衛生部長（内間武義君）

　　お答えいたします。なぜその予算を増額しなければならなかつたのか、その理由と、それからもう一つは当時の査定の仕方があまかつたんじやないかということでありますが、予算増額をお願いしなければならないその必要とする理由でございますが、２つに分けて申し上げます。その一つは基本的な理由を申し上げますと、先ほど申し上げましたように焼却炉建設準備委員会においていろいろと審議を重ね慎重に検討を加えてまいりました結果、より効率的でしかも合理的にして衛生的なりつぱな焼却炉を建設したほうが好ましいということになりました。すなわち当初の計画ではピツトエンドクレーン方式だけを考えて計画を進めてきたわけでありますが、本市の廃棄物の質と量及び機械の維持管理並びに能率、衛生といろいろ客観的情勢や条件を勘案いたしまして、ピツトエンドクレーン方式と直投方式を併設したほうが望ましいということで、それに伴う諸工事の経費の増額が必要になつたということでございます。もう一つ申し上げますと、具体的な理由でございますがりつぱな焼却炉を建設したいという考え方で構想の変更を余儀なくされ、それに伴つて追加工事の形で具体的に配慮しなければならない工事があるわけでございます。すなわちその一つは直投方式併設によるプラツトホーム新設に要する工事でございます。つまり前述しましたように当初の構想ではピツトエンドクレーン方式だけを考えて進めてまいりましたけれども、本市の廃棄物の質や量などを勘案いたしまして直投方式も併用したほうが好ましいということで、そのプラツトホームを新設するための工事に要する諸経費でございます。その２つは、ピツト容積の拡張及びクレーン歩行距離の延長に要する工事であります。ピツト容積につきましては当初の構想は３５３立方メートルで進めてまいりましたけれども施設基準に準拠しまして２日分のじん介を収容できる容積に拡張したほうがよいということになりまして、１２０トン（４００立方メートル）の容積に拡張したいと考えているわけであります。さらにクレーンの歩行距離の延長につきましてはピツトの拡張に伴つてやはり延長工事も必要となつてきたわけであります。その３つは、建物の増築工事でございます。すなわちピツト容積を拡張しますとそれに伴つて建物も増築しなければならなくなりますので、その増築のための経費増でございます。その４つは、土工工事の増加に要する経費でございます。建物の増築やピツト容積の拡張に伴いまして基礎床堀りの土工工事がふえる予想であります。従いましてその土木工事に要する諸経費増を見込まなければならないと思います。すなわちホームの下の土工工事とピツト拡張部分の土工工事でございます。その５つは、高架水槽までの給水引き込み工事に要する経費増でございます。すなわち当初既設タンクから送水する構想を進めてまいりましたけれども、水圧その他の関係で送水することが困難であることが明確になりましたので工場内に配管されている送水管から新設炉までの受水槽までの給水引き込み工事が必要となつておるわけでございます。その工事に伴う諸経費の増であります。その６つは、諸経費等の増でありますが、前述しました１から５までの諸工事に伴つて諸経費約６％程度が必要だろうと予想されるわけでございます。そのような６つの点からしまして、いわゆる当初の計画といいますか、議決していただきました金額では十分にやつていけないということがその理由でございます。


　　それから第２点の当初の計画があまかつたんじやないかということでこざいますが、当初あまかつたかどうかということよりも、今申し上げましたようによりすばらしい、よりりつぱな施設を建設したいということで委員会の中で検討を加えていく中から、やはりそれに見合うところのりつぱな施設をしていきたい、機械を作つていきたいということになりまして、そういうことであまかつたかどうかということについては私から直接申し上げかねるわけでございますけれども、要するにその当初の委員会の中でもう少しりつぱな施設を作つて市民の福祉に貢献していこうといつたような構想に若干の変更があつたということでございます。以上でございます。






○　宮城武君

　　今主管部長から、これは市広報に載せてもいいんじやないかというような見事な論文を聞いたんですが、そうじやなくして皆さんがやつておられる仕事というものが６月の予算議会に見合わせて、これの機種の選定購入、さらに日政援助がついたはずだと思います。そうすると皆さんがそれに対する準備期間というのは相当期間ある、そういう中でよりすばらしい、よりりつぱなものが浮かび上がらないで、予算議会が済んであと７月から今日に至る３ヵ月間の間に、こういうすばらしいのをやらなくちやならないという結論が出たということ自体がおかしい、それだけの能力を持ち合せておられるならば何で以前にできないのか。何で予算議会が済んでからそのようなすばらしい案が出てくるのか。ということはそれだけのスタツフがいないのかどうか。どうも理解に苦しむ。しかも今の説明によりますと委員会のほうでは、このりつぱなものであるということを決定づけたということですが、その委員会の存続というのは去つた当初予算の以前の委員会であるのか、それとも当初予算が通つたあとその委員会で決定したのか。そこら辺をご説明を願います。






○　保健衛生部長（内間武義君）

　　お答えいたします。端的に申し上げましてただいまのご質問の内容は、この委員会というのは当初予算の議決を得る前だつたのか、あとだつたのかということですが、９名の委員で構成して発足したのは１９７１年の３月１６日が第１回会合になつておりまして、その以前だということになるかと思います。それから第２回会合から第５回会合を経てそういうふうな委員会が開催されてきたといつたような経過でございます。






○　宮城武君

　　やつぱりそういたしますと、これは当初予算設定以前に委員会を作つて皆さんが検討をなされておる。だから９名の委員の中には専門家の方々が入つておると推測できる。そういう中で確定した。自信をもつて決定したのが今になつて工事の設計変更と言つておられますが、変更を余議なくされなくちやならなくなつたということは、その委員会の決定したことそのものにあまりいい案がなかつたと、自ら認めておる。よつてそういう委員会なり何なり設置した場合には、単なる形だけの委員会じやなくして専門家も入れて十分なる検討を加えてやつていただきたい。そういうことがぴしやつと締つていけばそのような策定なり変更なりということもなくスマートにいくものだと思います。






○　仲村正治君

　　議案第９９号、１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算についてお尋ねいたしますが、今回の補正につきましては第２条、「第４条中の償還方法」の規定でございますが、従来借入れの日から５年間までに起債額の６割に相当する金額を償還し、以後５年間に残額を償還する。ということになるわけでございます。沖繩銀行から借入れる場合は従来のとおり、あるいはその他から借入れる場合は借入れの日から２５年以内というふうになつておりますが、先はどの説明で公務員等共済組合から借入れられるという説明でございましたけれども、今回特に公務員等共済組合というふうに明示しないその理由は何であるか。“その他から借り入れる場合”ということは、ほかの金融機関も全部含まれるのかどうか、その点についてお尋ねいたしたいと思います。






○　水道局長（佐久川寛貞君）

　　６番議員のご質問にお答えいたします。別に“その他から借り入れる場合”としたのは当初沖銀、その他の何があろうかと思いまして、融通をきかすためにその他の部類も入れたわけでございますが、先ほどご説明申し上げましたとおり１０月２日に地方課を通じまして、公務員等共済組合のほうが貸すということになつておるのでこういう手続きをしてもらつた。ただしこの場合に返済の方法が２５年ということになりますので、せつかくこの前の６月定例議会で、議決をいただいた中で訂正しなければいけない場所がどこどこかということで検討をいたしましたところ、最初の借り入れの場所は公務員等共済組合はその他の部類に入るのでそこはわざわざ明示する必要もない。

　それから利率のほうも公務員等共済組合は6.5％で沖銀は7.5％でございますが、これも7.5％でございますが、これも7.5％以内ということになつておりますので、以内の中に入るのでわざわざ議決していただいた分を変更する必要がない。ただし償還の方法だけはどうしても議決事項を変更しないと具合が悪いので、ただそれだけは変更したわけでございます。別に他意はございません。その他の部類にただ入れただけで沖銀、公務員等共済組合以外からもまた借りるかというご質問でございますが、そういうことはございません。沖銀並びに公務員等共済組合から借りる予定にしております。






○　仲村正治君

　　特別にどこから借り入れるんだということを明示しなかつたのは、当初から“その他”というふうに入つているのでただ償還期限を変更する必要があるので議案を提起したんだという説明でございますが、これは了といたしますが、今回借り入れる償還期限が延ばされたために今後の公債費に減額が生じてきはしないかと思います。その公債費の減額する部分をどのような面に使つていかれるのか、またどのぐらいの公債費の減額が２５年に延ばされたために生じてくるか、その点についてお尋ねいたしたいと思います。






○　水道局長（佐久川寛貞君）

　　お答えいたします。今年度は借り入れの年でございますので元金の返済はございません。ただ手形利息の分が多少違つてきます。この額が大体1,700ドルぐらいでございますが、これにつきましては今年の干害、時間給水、断水でどうしても１２月の定例議会で補正をしなければいけないのでその際に出したい。今回もこれだけやつてほかに回わすということじやあなしに、１２月の定例議会でその利息の浮いた分を補正したいとこういうふうに考えております。






○　仲村正治君

　　１,７００ドルぐらいの差額しか出ないということでございます。今年は近年にない異常干ばつでいろいろと緊急対策費が使われたと思います。これは長期干ばつで市民生活に多大の不利益、不便を与えてきたわけでございますが、これは気象異変からきた問題だといえばそれまででございますけれども、しかし私は日頃からの備えがないためにそういう結果になつたんじやないかというふうに考えるわけでございます。なぜなれば那覇市が取水権をもつている水源地の確保が十分なされてない。遊休水源があるにもかかわらず時間給水で市民が不自由な思いをしていてもこれを開発しようとしない、取水しようとしないところに非常に問題があろうかと思います。そのためにいろいろと水道事業予算全般にも狂いが生じたんじやないかと思いますけれども、当初の予算のままで今年の事業執行ができるかどうか、この点についてお尋ねいたしたいと思います。






○　水道局長（佐久川寛貞君）

　　お答えいたします。当初の予算のままで事業執行ができるかというお尋ねでございますが、異常干ばつのために予算に相当くるいが生じてきておりますので、どうしても１２月の時点で予算を補正しなければいけないとこういうふうに考えております。






○　仲村正治君

　　次に水道メーターの検針の件についてでございますが、どのような形で検針をさせているか。たとえば何日に検針をするとか地域別にいろいろと差はあると思いますけれども一定した日にちに、たとえば１ヵ月の期間をちやんと区切つて検針させているかどうか。私たちはよく聞かされますけれども、不定期な検針が多いということで市民から苦情が出ております。それについて水道行政当局の現在やつている状況についてお尋ねいたしたいと思います。






○　水道局長（佐久川寛貞君）

　　お答えいたします。検針については毎日決められた日に決められた需用者のところに行くように十分計画を立てて実施しでおるわけでございます。ところが雨が降るとかいろいろな都合もございますので、現在のところまだ確実に１００％実施するというところまでいかず、大体８５％ぐらいまでは決められた日に行くように実施されております。あと一息の努力だと思つていま検針職員を叱咤激励をしております。ぜひ１００％実施したいとこういう意向でございますが、現在のところ１００％に至つておりませんことを市民の皆さんに議会を通じてお詫びいたします。






○　仲村正治君

　　ただいま局長の答弁で定期検針がまだ完全には実施されていないということでございますが、しばしば市民の中から、検針日が決まらず非常に困つておるという苦情が出ております。私は、これは不当な料金徴収につながるんじやないかと思います。たとえば１５日間で検針、次の４５日間で次の月を検針するとなるとやはり定額にその使用分が加算されますので結局不当な料金徴収になつてくると思います。そういう面を今後十分叱咤激励されまして、定期検針ができるように推進していただきたいというふうに要望いたします。






○　又吉久正君

　　議案第１００号、工事請負契約についてお尋ねいたします。この契約は那覇市長と、契約の相手方、那覇市崇元寺町１丁目１３５番地、株式会社小波津組代表者小波津選良氏との契約締結でございますか。お尋ねいたします。






○　土木部長（内間安春君）

　　支出負担行為担当者制度が実施されましたので直接の契約は支出担当官と契約になつております。






○　又吉久正君

　　どうもこの仮契約書を見た場合に注文者、那覇市支出負担行為担当者、下水道業務課長屋良利彦と小波津組代表者、小波津選良氏との契約になつているような感がいたします。いま先の部長のご答弁でに何か法が改正されたのかどうか、それについて具体的に説明をお願いいたします。






○　財政課長（上原繁栄君）

　　お答えいたします。那覇市公報、号外２２７号掲載、那覇市予算規則第２４条に支出負担行為とあります、読んでみますと、“支出負担行為担当者は、法第１６９条の規定による支出の原因となるべき契約その他の行為（以下「支出負担行為」という。）をしようとするときは、支出負担行為書により配当された予算の範囲内において行わなければならない。”ということになつておりまして支出負担行為担当者といいますのは市長または委任された職員ということになつております。委任につきまして那覇市公報３３０号掲載、那覇市規則第２６号によりまして、下水道業務につきましては下水道特別会計の支出負担に関することとして業務課長に委任されておりまして、従つて予算の執行につきましては下水道課長が執行しその契約担当者になるという解釈になつております。






○　又吉久正君

　　ご答弁で大体わかりますが、しかしながら契約の内容に疑問を挾むものであります。というのは契約者は那覇市長であることには間違いない、しかし支出負担行為担当者は義務付けられておりますがこの注文者というのは那覇市長でないといけないんじやないかと思います。それをしいてやるなれば契約者は那覇市長とし支出担当者は屋良利彦にするというような契約の方法が正しいと思つておりますが、この契約を見ると那覇市長と小波津選良との契約になつております。そして契約書には注文者だけの判こしか押されてない。

　一体契約の内容はこれでいいのかどうか解釈に困つております。






○　第二助役（前田武行君）

　　先程財政課長から支出負担行為担当者についての説明がありましたが、ただいまのご質問で、誰と契約されるのかという問題につきましては、発注者はあくまでも行政人格を持つ那覇市長であります。相手方は株式会社小波津組であります。そうすると那覇市を代表するのは誰かといいますと、ただいまのご質問によりますと、那覇市を代表するのは市長じやないか、市長の名前を記載すべきじやないかということですが、ところが市長は支出負担行為担当者に支出負担を起こす行為を規則で委任しておりますので委任されたら、その委任されたものが代表行為が出来る、那覇市を代表する権限を持つということであります。委任された分については那覇市を代表するということであります。下水道事業に関する支出負担行為については下水道業務課長である屋良利彦である。だから彼の名前で契約をするということであります。






○　又吉久正君

　　助役の説明で大体納得がいつたように思いますが、日本内地でもこのような契約の形式をとつておるのか、その点をお伺いいたします。本市においてははじめてのケースですので念をおして聞いておるのであります。






○　財政課長（上原繁栄君）

　　支出負担行為者が契約を結ぶことについては琉球政府の指導に基いて行なつております。






○　又吉久正君

　　本員が聞いているのは日本でもこういう方法でやつてるのか、これを問い合わせて聞いたことがあるかどうかということです。どうも契約内容をみると本員としては解釈に苦しむのでありますので念をおして聞いているのです。






○　財政課長（上原繁栄君）

　　本土におきましては委任しておらず市長名で契約を結んでおります。こちらでは予算の執行については市長もしくは委任をされた職員ということで、それに基いて同じような指導が琉球政府においてなされ、沖繩においては市町村の支出担当者は契約担当者になつております。






○　又吉久正君

　　頭が悪いのかどうか知れませんが、契約者は那覇市長で支出負担行為者が屋良利彦というふうになればよく意味がわかります。この契約書は注文者屋良利彦と小波津組になつております。表紙には平良市長と契約をなし、契約書には注文者と契約をなすとなつてますが、委任を受けたものなら誰でもこの契約書を議会で通すのかどうか。不可解な点がありますので質問しております。






○　土木部長（内間安春君）

　　ご質問の中ではじめてのケースであるといわれておりますが、この支出負担行為担当者制度は７月１日から実施されておりまして、すでに第１３１回議会におきましてもこの方式で契約が締結されております。






○　又吉久正君

　　そのときは気がつかなかつたであろうと思います。しかしこういう問題は気がついたときに疑問の点を質疑して納得のゆくようにやりたいと思つているので質問をしているわけです。そこで今後もこのような方法でやるのか、このような契約書でもつてはたしていいのかどうか。






○　第二助役（前田武行君）

　　工事契約書の形式からタイトルのほうは市長の名前が出ており、注文者のほうは屋良利彦になつているのはどういうことかというご質問のようでございますが、この契約書の中に市長という名前が出て来るのは市長にしか議案の提出権がないのでこれを表示しただけで、ほかに市長の名前は出しておりません。那覇市と小波津組とが契約をする。人格は那覇市があるんであつて市長はその人格を代表するにしかすぎませんので那覇市が小波津組と契約するとはつきり書いてあります。その支出負担行為については自治法改正によつて市長が委任することが出来るので委任された人が契約行為をすることが出来ますので支出負担行為担当者誰それと名前をあげております。それで第１００号議案のおもてのほうに議案を提出するという意味で市長の名前があるんであつてこの契約の内容として市長の名前をあげているわけではないのであります。“議案を提出します”ということで市長の名前をあげてるということであります。






○　又吉久正君

　　工期が７２年５月２０日までとなつてますが、沖繩返還が７２年の４月になるか、７月になるかわかりませんが、また円とドルの交換がいつになるかわかりませんが、もしその間にドルと円の交換があつた場合にはどういうふうな処置をとられるのか、日本円３６０円のレートでこの計算をなされるのか、あるいは交換の時点で仮りに３３０円になつた場合にも３６０円の換算でやるのか、その点をご検討なされたかどうか。






○　土木部長（内間安春君）

　　工期は３月２０日までであります。５月ではありません。ドルの切り替えがあつた場合にはどうするかということですが、それはこれに限つたことでありません、全般的にいえることでございますのでその時点で契約内容のほうをどうするかということはきめたいと思います。






○　又吉久正君

　　先程５月２０日までと申し上げましたが、私の議案には５月とありますが、しかしこれは取消します。

　　　　　　　　　　　（「笑声」あり）

　　　　　　　　　　（「討論なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　討論を省略し採決に入ります。議案第９８号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算については原案どおり可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　議案第９９号、１９７２年度那覇市水道事業会計補正予算については原案どおり可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　議案第１００号、工事請負契約について原案に同意することにご異議ありませんか

　　　　　　　　　　　（「異議なし」というものあり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　以上で全日程を終了いたしました。これにて第１３３回那覇市臨時会を閉会いたします。

（午前１１時３１分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






　上会議録を調整し署名する。

　　　　１９７１年１０月２２日






　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　　　　　辺野喜英興　㊞






　　　　　　　　　　　　　　　　　署名議員(社大)国吉辰雄　㊞






　　　　　　　　　　　　　　　　　署名議員　　　中村昌信　　㊞
























第１３４回那覇市議会会議録







臨時会



























会議録目次（第１３４回）






○　招集告示

○　会期及び日程

○　上程案件

　　（議案第101号　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算）

　　（議案第102号　町字区域および名称の新設ならびに変更について）

　　（議案第103号　議決内容の一部変更について）

　　（議案第104号　工事請負契約について）

　　（議案第105号　那覇市水道事業の基本計画変更について）

　　（諮問第２号　公有水面埋立て免許申請について）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　上程案件処理結果

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






　１１月１６日（初日）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程及び会議に付した事件

○　開会、開議

○　諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　会期の決定

○　緊急質問

　　　　金城重正議員（今回行なわれたストに対する市長の姿勢について）

　　　　市長

　　　　経済民生部長

　　　　市長

　　　　総務部長

　　　　市長

　　　　総務部長

　　　　市長






○　議案上程・提案理由の説明

　　（議案第101号　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算）

　　（議案第102号　町字区域および名称の新設ならびに変更について）

　　（議案第103号　議決内容の一部変更について）

　　（議案第104号　工事請負契約について）

　　（議案第105号　那覇市水道事業の基本計画変更について）

　　（諮問第２号　公有水面埋立て免許申請について）

　　　　￮ 　質疑

　　　　　　　￮ 　宮里敏慶議員

　　　　　　　　　建設部長

　　　　　　　　　区画整理課長

　　　　　　　￮ 　宮城武議員

　　　　　　　　　区画整理課長

　　　　　　　　　総務部長

　　　　　　　　　区画整理課長

　　　　　　　　　経済民生部長

　　　　　　　￮ 　金城重正議員

　　　　　　　　　経済民生部長

○　散会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









　１１月２０日（２日目）

○　出欠議員氏名

○　説明員

○　事務局出席者

○　議事日程及び会議に付した事件

○　各委員会の審査報告書

○　開議・諸般の報告

○　会議録署名議員の指名

○　委員会審査報告

　　　総務委員長（議案第102号　町字区域および名称の新設ならびに変更について）

　　　　￮ 　表決

　　　建設副委員長（議案第101号　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算）

　　　　　　　　　（議案第103号　議決内容の一部変更について）

　　　　　　　　　（議案第104号　工事請負契約について）

　　　　　　　　　（議案第105号　那覇市水道事業の基本計画変更について）

　　　　　　　　　（諮問第 ２号　公有水面埋立免許申請について）

　　　　￮ 　質疑

　　　　　　　￮ 　仲村正治議員

　　　　　　　　　建設副委員長

　　　　　　　　　建設部長

　　　　　　　　　都市計画課長

　　　　　　　￮ 　金城重正議員

　　　　　　　　　建設副委員長

　　　　　　　　　金城吾郎議員（補足説明）

　　　　　　　￮ 　中村昌信議員

　　　　　　　　　建設副委員長






　　　　￮ 　表決






○　閉会
















那覇市告示第６７号　　

１９７１年１１月１３日






　１９７１年第１３４回那覇市議会（臨時会）をつぎのとおり招集する。









那覇市長　　平良良松









１　日時　　　１９７１年１１月１６日（火）午前１０時

２　場所　　　那覇市議会議場

３　付議事件

　(1) １９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算

　(2) 町字区域および名称の新設ならびに変更について

　(3) 議決内容の一部変更について

　(4) 工事請負契約について

　(5) 那覇市水道事業の基本計画変更について

　(6) 公有水面埋立て免許申請について









１９７１年第１３４回那覇市議会臨時会会期日程










	
			自　１９７１年１１月１６日
			}
			５日間
	

	
			至　１９７１年１１月２０日
	












	
			月
			日
			曜
			種別
			日程
			備考
	

	
			11
			16
			火
			本会議
			議案上程、説明聴取、質疑、委員会付託
			

	

	
			11
			17
			水
			休会
			委員会（付託事件の審査）
			

	

	
			11
			18
			木
			〃
			議員、職員研修会
			

	

	
			11
			19
			金
			〃
			　　　〃
			

	

	
			11
			20
			土
			本会議
			委員長報告、質疑、討論、表決
			

	













	
			本会議
			２日
			

			

	

	
			

			

			{
			委員会　　　　１日
	

	
			休会
			３日
			

	

	
			

			

			議員、職員研修会　　２日
	

























第１３４回那覇市議会会議録







臨時会







上程案件
















議案第１０１号






１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）






　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。






　（歳入歳出予算の補正）

第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１３,０９１ドルを追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５０,４７５ドルとする。

２　歳入歳出予算の補正の款項の区分および当該区分ごとの金額ならびに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。






　　　１９７１年１１月１６日提出






那覇市長　　平良良松









 
  	　　　　　第１表　歳入歳出予算補正
 

 
  	　　　　　歳入
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	歳出
 

 
  	[image: ]
 










 
  	１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）
 

 
  	歳入歳出補正予算事項別明細書
 

 
  	　　　　　　　　　　　１歳入
 

 
  	　　　　　　　　　　　　　第１款　繰越金
 

 
  	　　　　　　　　　　　　　　第１項　繰越金
 

 
  	[image: ]
 






 
  	

 

 
  	

 

 
  	　　　　　　２歳出
 

 
  	　　　　　　　　第１款　土地区画整理費
 

 
  	　　　　　　　　　第１項　総務費
 

 
  	[image: ]
 









 
  	　　　　　　　　　　　第１款　土地区画整理費
 

 
  	　　　　　　　　　　　　第２項　事業費
 

 
  	[image: ]
 






 
  	　　　　第１款　土地区画整理費
 

 
  	　　　　　第３項　清算交付金
 

 
  	[image: ]
 









 
  	補正予算給与費明細書
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 








議案第１０２号






町字区域および名称の新設ならびに変更について






　市町村自治法第６条の３の規定により、本市内の町字区域および名称を別紙のとおり新設および変更する。






　　１９７１年１１月１６日提出






那覇市長　　平良良松









（提案理由）

　本案は、さきに議決を得た泊・安謝間埋立地の行政区域編入に伴い「町字区域および名称の新設変更」をして地成登録申告手続を行ない、あわせてその周辺地域埋立地（第１次から第３次埋立地）を含めて町界町名整理する必要があるので、この案を提出する。






１　町名について

　　町名は次のとおりとする。

港みなと町１丁目

港みなと町２丁目

港みなと町３丁目

曙あけぼの １丁目

曙あけぼの ２丁目

曙あけぼの ３丁目






２　町界について







 
  	　次のとおり町区域を画する。
 

 
  	[image: ]
 











　△　新町に包括される区域は、別冊調書のとおり。

　△　以上の土地に沿接する道路、堤塘を含む。
















































町、字区域および名称の新設ならびに変更調書
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  	[image: ]
 





 
  	那覇新港地域町界町名整理図
 

 
  	[image: ]
 










議案第１０３号









議決内容の一部変更について


　　次のとおり議決内容の一部を変更する。






　　　　１９７１年１１月１６日提出






那覇市長　　平良良松









　１　議件事件名　　　　工事請負契約について

　　　　　　　　　　　　（１９７１年７月３０日同意）

　２　変更する事項　　　契約金額

　　　既決金額　　　　　＄２１１,８５０ドル

　　　変更する金額　　　＄２０５,２５０ドル






　（提案理由）

　　１９７１年度石嶺公営住宅建築工事（Ｄ工区）の契約金額については、土工事、杭工事および鉄筋コンクリート工事の設計変更により減額する必要があるので、この案を提出する。











議案第１０４号









工事請負契約について






　次のとおり工事請負契約を締結する。






　　　　１９７１年１１月１６日提出






那覇市長　　平良良松









１　契約の目的　　　那覇新港岸壁工事（追加工事）

２　契約の方法　　　指名競争入札

３　契約金額　　　　＄２９２,０００ドル

４　工期　　　　　　議決の日から１９７２年３月３１日まで

５　契約の相手方　　那覇市字与儀７２番地の８

　　　　　　　　　　南洋土建株式会社

　　　　　　　　　　代表者　比嘉広









（提案理由）

　那覇新港岸壁工事の追加工事を施行したいので、この案を提出する。








（参考資料）






工事請負仮契約書






１　工事名　　　　　那覇新港岸壁工事（追加工事）

２　工事場所　　　　安謝埋立地地先

３　工期　　　　　　議決の日から１９７２年３月３１日まで

４　工事内容　　　　図面および仕様書（現場説明等を含む。）のとおり

５　請負金額　　　　＄２９２,０００ドル

６　部分払回数　　　２回以内

７　契約保証金　　　免除

８　特約事項






　上記工事について、注文者那覇市と請負人南洋土建株式会社とは、建設業法、那覇市契約規則および那覇市建設工事執行規則に基づき、おのおの対等の立場における合意により請負契約を締結し、信義に従つて誠実にこれを履行するものとする。

　この仮契約書は、市長がこの契約について那覇市議会の議決を得たときは、その議決の日をもつて本契約書に切り変わるものとする。この場合、議決のあつた旨を遅滞なく請負人に通知するものとする。

　この契約を証するため本書２通を作成し、当事者記名押印のうえ各自がその１通を所持する。

　　　１９７１年１１月８日

　　　　　　　　　　　　　　那覇市

　　　　　　注文者　　　　　支出負担行為担当者

　　　　　　　　　　　　　　土木課長　宮城光徳　　　㊞






　　　　　　　　　　住所　　那覇市字与儀７２番地の８

　　　　　　請負人　商号　　南洋土建株式会社

　　　　　　　　　　氏名　　代表者　比嘉広　　　　㊞








議案第１０５号






那覇市水道事業の基本計画変更について






　那覇市水道事業の基本計画を別紙のとおり変更するものとする。









　　　１９７１年１１月１６日提出









那覇市長　　平良良松












（提案理由）

　本土復帰に備え水道事業の整備充実を図ることから水道法１０条による事業の変更申請をする必要があるのでこの案を提出する。














那覇市水道事業基本計画変更









（経営の基本）

　本市の水道事業は常に企業の経済性を発揮するとともにその本来の目的である公共の福祉を増進するように運営されなければならない。












（基本計画変更の内容）

　　１．事業名　　　那覇市水道事業

　　２．給水区域　　那覇市一円

　　３．給水人口　　３５７,４００人（１９８０年度目標）

　　４．給水量　　　１５７,３００立方メートル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （１日最大給水量）








 
  	第１２図那覇市上水道基本配水計画図
 

 
  	　　　　　　　〔１９８０年度目途〕
 

 
  	[image: ]
 









諮問第２号












公有水面埋立て免許申請について






　公有水面埋立法施行規則第５条の規定により行政主席から下記の埋立てについて諮問があるので、議会の意見を求める。






　　　１９７１年１１月１６日提出






那覇市長　平良良松












１　埋立ての場所　　那覇市字仲井間伊地当原地先

２　埋立ての面積　　７,４６６.６平方メートル

３　埋立ての目的　　車整備工場用地、バス駐車場用地、道路用地

４　申請人　　　　　琉球バス株式会社

　　　　　　　　　　代表取締役　久保田盛広









建士第７６４号

諮問第６号　　









那覇市









　１９７１年４月１０日づけで琉球バス株式会社久保田盛広から公有水面（国場川）埋立免許申請がありますので下記事項について公有水面埋立法施行規則第５条の規定により意見を徴します。

　１９７１年６月２５日









　　　　　　　行政主席　屋良朝苗









記


１　公有水面埋立免許申請について

　イ　申請者の住所氏名

　　　　　　　那覇市牧志町２丁目３６５番地

　　　　　　　琉球バス株式会社

　　　　　　　代表取締役社長　久保田盛広

　ロ　埋立の場所

　　　　　　　那覇市字仲井真伊知当原地先

　ハ　埋立面積　　　　　７,４６６.６平方米（２,２５８.０坪）

　ニ　埋立の目的　　　　車整備工場、バス駐車場、道路用地

　ホ　埋立工事の着手及竣功年月日

　　　着手　　免許の日から　　３０日以内

　　　竣功　　着手の日から　　　　　以内

　へ　別添書類　　　公有水面埋立免許申請書

　　　　　　　　　　設計書　関係図面（１４葉）

２　意見答申期限　　文書発送の日から３ヵ月以内









 
  	那覇市字仲井間伊知当原地先埋立計画図
 

 
  	　　　　　　　　　面積　７,４６６.６９㎡
 

 
  	[image: ]
 










指令建第９６２号









那覇市









　１９７１年９月１４日づけ那建都第７０１３号で申請のあつた諮問期間の延期申請については下記のとおり承認する。






　１９７１年１１月１１日






　　　　　　　　行政主席　屋良朝苗









記






　１　延期期間　　　１９７１年１１月２０日まで




















第１３４回那覇市議会会議録







臨時会







上程案件

処理結果
















第１３４回那覇市議会（臨時会）処理結果

開会年月日　１９７１年１１月１６日～１１月２０日

会期　　　　５日間　　　　　　　　　　　　　　　








	
			１９７１年１１月１６日（１日目）
			（午前１０時４５分　開会）
	

	
			（午後　４時２０分　散会）
	








１．　本会議

　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			11
			16
			

			会議録署議員の指名
			議長
			３番議員
５番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			会期の決定
			〃
			５日間
	

	
			

			

			

			

			今回行われたストに対する市長の姿勢について
			金城重正議員
			緊急質問
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			議案第１０１号～第１０５号
			市長
			委員会付託
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			諮問第２号
			〃
			〃
	








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







	
			１９７１年１１月２０日（２日目）
			（午前１０時１０分　開議）
	

	
			（午前１０時５９分　閉会）
	








２．本会議






　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり




	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			11
			20
			

			会議録署名議員の指名
			議長
			６番議員
９番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			102
			町字区域および名称の新設ならびに変更について
			市長
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			101
			１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			103
			議決内容の一部変更について
			〃
			同意
	

	
			〃
			〃
			〃
			104
			工事請負契約について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			105
			那覇市水道事業の基本計画変更について
			〃
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			公有水面埋立て免許申請について
			〃
			支障あり
	








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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１９７１年第１３４回那覇市議会会議録（臨時会）







	
			○　１１月１６日（初日）
			（午前１０時４５分　開会）
	

	
			（午後　４時２０分　散会）
	








○　出席議員（２６名）

　　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　　１６番　　高良文雄君

　　　２番　　中村昌信君　　　　　　　１７番　　又吉久正君

　　　３番　　瀬長フミ君　　　　　　　１８番　　仲本安一君

　　　５番　　喜舎場盛一君　　　　　　１９番　　金城吾郎君

　　　６番　　仲村正治君　　　　　　　２０番　　黒潮隆君

　　　７番　　　欠員　　　　　　　　　２１番　　久高友敏君

　　　８番　　上原綱正君　　　　　　　２２番　　喜久山朝重君

　　　９番　　金城甚松君　　　　　　　２３番　　宮城武君

　　１０番　　島袋宗康君　　　　　　　２４番　　真栄城嘉園君

　　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　　２５番　　比嘉佑直君

　　１２番　　　　欠員　　　　　　　　２６番　　安見福寿君

　　１３番　　平良信一君　　　　　　　２７番　　玉城栄一君

　　１４番　　宮里敏慶君　　　　　　　２８番　　　欠員

　　１５番　　金城重正君　　　　　　　２９番　　椿秀義君

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０番　　大浜長弘君






○　欠席議員（１名）

　　　４番　　辺野喜英興君（出張）






○　市町村自治法第６１条による出席者

　　　市長　　　　　　　　　　平良良松君

　　　第一助役　　　　　　　　稲嶺成珍君

　　　第二助役　　　　　　　　前田武行君

　　　収入役　　　　　　　　　呉屋永得君

　　　総務部長　　　　　　　　親泊康晴君

　　　企画部長　　　　　　　　平良清安君

　　　財政部長　　　　　　　　伊波静男君

　　　経済民生部長　　　　　　備瀬政太郎君

　　　保健衛生部長　　　　　　内間武義君

　　　建設部長　　　　　　　　水間平君

　　　土木部長　　　　　　　　内間安春君

　　　消防本部長　　　　　　　具志清一君

　　　水道局長　　　　　　　　佐久川寛貞君

　　　建設庶務課長　　　　　　照屋健男君

　　　都市計画課長　　　　　　嘉手納是敏君

　　　区画整理課長　　　　　　上原武信君

　　　土木課長　　　　　　　　宮城光徳君

　　　水道局企画調査課長　　　安田秀夫君

　　　総務課長　　　　　　　　石川源三君

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





○　事務局出席者

　　　事務局長　　　　　　　　義永栄善君

　　　庶務課長　　　　　　　　玉城三郎君

　　　議事課長　　　　　　　　新垣襄二君

　　　議事係長　　　　　　　　亀島美一君

　　　調査係長　　　　　　　　永山盛広君






　　　記録係長　　　　　　　　山城正信君

　　　主事　　　　　　　　　　徳村政保君

　　　主事　　　　　　　　　　上原洋子君

　　　主事　　　　　　　　　　山川恵美子君

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










１９７１年第１３４回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９７１年１１月１６日（火曜）午前１０時開議






第１　会議録署名議員の指名

第２　会期の決定

第３　議案第１０１号　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）

　　　議案第１０２号　町字区域および名称の新設ならびに変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）

　　　議案第１０３号　議決内容の一部変更について　　　　（市長提出）

　　　議案第１０４号　工事請負契約について　　　　　　　（市長提出）

　　　議案第１０５号　那覇市水道事業の基本計画変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）

　　　諮問第２号　公有水面埋立て免許申請について　　　　（市長提出）

追加第１．今回行われたストに対する市長の姿勢について　　（緊急質問）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　会議に付した事件

　　　　１９７１年第１３４回那覇市議会臨時会議事日程第１号

　　　　　　１９７１年１１月１６日（火曜）午前１０時開議






第１　会議録署名議員の指名

第２　会期の決定

追加第１今回行われたストに対する市長の姿勢について　　　（緊急質問）

第３　議案第１０１号　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正

　　　　　　　　　　　　予算　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）

　　　議案第１０２号　町字区域および名称の新設ならびに変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）

　　　議案第１０３号　議決内容の一部変更について　　　　（市長提出）

　　　議案第１０４号　工事請負契約について　　　　　　　（市長提出）

　　　議案第１０５号　那覇市水道事業の基本計画変更について（市長提出）

　　　諮問第２号　公有水面埋立て免許申請について　　　　（市長提出）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本安一君）

　　これより、１９７１年第１３４回那覇市議会臨時会を開会いたします。ただちに、本日の会議を開きます。

　諸般の報告をいたします。１１月１３日付、市長から議案の送付がありました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本安一君）

　　日程第１、「会議録署名議員の指名」を行ないます。本日の会議録署名議員は、瀬長フミ君、喜舎場盛一君、を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本安一君）

　　日程第２、会期の決定を議題といたします。今期臨時会の会期日程について、議会運営委員会に諮問いたしましたところ、新政会所属の委員から、昨今の諸々の情勢、また、那覇市職労の４８時間ストで、市民が迷惑をこうむつており、市長の見解を承りたいので緊急質問を許してもらいたい旨の申し出があり、緊急性があるか否かで、各委員とも見解が分かれ、結論を出すにはいたりませんでした。新政会所属の委員としては、本日から２０日までの５日間の会期については、あくまでも緊急質問を許すという前提があつての賛成であり、緊急質問が許されないということであれば、委員会の審議に加わることはできないということで退場いたしました。従つて今期臨時会の会期日程については、新政会所属委員の退場のまま、社大党、人民党、公明党所属の委員で、本日から２０日までの５日間と決定いたしました。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、本日から１１月２０日までの５日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　（「異議あり」というものあり）

○　又吉久正君

　　ただいまの日程についてでございますが、われわれ新政会といたしましては去る１１月９日、１０日のゼネストで那覇市役所が４８時間も違法の政治ストを行い市民に大きな迷惑をかけ多大な損害を与えております。と同時にゼネストのデモによつて治安維持のために、あるいは生命財産を守るために警備中の警察官山川松三巡査部長が過激派集団の無法な攻撃をうけ悲愴に命を落したことについて、どうしてもこの臨時議会において緊急質問を行うことが必要だということを申し合わせ議会運営委員会に依頼しましたが日程に組まれてないということは残念であります。そこでもう一度取り計らいまして議会運営委員会規程第２条にもありますように、各派の連絡協調に重点をおきましてもつと話し合いをもつて緊急質問を行うべく日程に組み入れていただくよう議長からお取り計らい願いたい。

　　　　　　　　　　（「異議あり」というものあり）






○　副議長（仲本安一君）

　　休憩いたします。

（午前１０時５０分　休憩）

（午前１１時１４分　再開）

○　副議長（仲本安一君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　副議長（仲本安一君）

　　議会運営委員会のため３０分だけ休憩いたします。






（午前１１時１５分　休憩）

（午後　２時０７分　再開）






○　副議長（仲本安一君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。日程第２、会期の決定についておはかりいたします。今会期については５日間とすることにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　副議長（仲本安一君）

　　ご異議なしと認めます。よつて会期は５日間と決定いたしました。






○　副議長（仲本安一君）

　　委員会審査会並びに議員、職員研修のため１１月１７日から１９日までの計３日間休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　副議長（仲本安一君）

　　ご異議なしと認めます。よつて１１月１７日から１９日までの計３日間は休会することに決しました。

　　先ほど休憩中に議会運営委員会を開きまして緊急質問について、議運委員長はじめ各議運委員が真剣に検討をし審議をした結果、緊急性等についてはいろいろ異論もありますけれども、とりあえず新政会の金城重正君１人にしぼつて緊急質問を許すことに議会運営委員会において決せられました。なお時間については持ち時間、いわゆる答弁時間は含まれません。質問時間３０分であります。件名は今回行なわれたストに対する市長の姿勢についてであります。本件について緊急質問を許し日程に追加することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　副議長（仲本安一君）

　　ご異議なしと認めよつて日程追加第１、今回行なわれたストに対する市長の姿勢についてを日程に追加し直に議題として先議することにいたします。

　金城重正君の質問を許します。






○　金城重正君

　　今回の臨時議会におきまして本員の緊急質問が全会一致で承認していただきましたことを心から御礼を申し上げます。ご承知のとおり、また日程追加にもございましたとおりに、本員は去つた１１.１０このゼネストについて市長の基本姿勢を質してみたいと思います。時間の都合がございまして３０分という時間の制限がございます。なるべく２時間ぐらい時間を与えていただきたかつたんでございますけれども、３０分という全会一致の承認でございますのでそのとおり質問を展開していきたいと思います。

　　さてご承知のように１１.１０ゼネストは私たち沖繩の歴史に大きな汚点を残してしまいました。確かに現在国会で進められておるところの返還協定、いわゆる私たちの命運がこの国会にかけられておることは重々わかつております。それに対する請願、または行動で訴えるというようなことでゼネストが敢行された。特に政府においてこのゼネストが違法だということは明らかにされておる。しかし現在の革新屋良政府は公務員法以前の問題だというようなことをおつしやつております。まさに、この法治国家においてこのような発言が許されていいものかどうか。すなわちその発言の裏には法を侵してでもゼネストをやれ、という行政府当局のあのような扇動的なやり方、私たちは法治国家の一県民として、一市民として絶対に許してはならないものであります。なぜならば、例をとつてみるならば、今喰べなければ私はもう死んでしまう。そういう段階にきて人のものを盗んで喰べたときには窃盗にはならないのか、法以前の問題になるのか。こういうことを私たちが考え合わせた場合に、まさに今沖繩は無法地帯になつておるわけであります。さらにわが那覇市におきましては地公法というのがないためにスト権は当然の権利として確立はできるかもしらない。しかしです、行政を担当するものといたしまして、３０万市民に責任をもつものといたしまして、まさに当局の平良市長があたかもゼネストを扇動しておるようなことをやつておる。一体市長は組合のための市長であるのか、市長は誰のための市長であるのか。この点をまず明らかにしていただきたい。私どもがいろいろ調査した段階においてまさにわが那覇市においては無法地帯となつておることが多々あるわけであります。それに対して市長はどのような責任を感じておるのか。私は具体的にこれこれしかじかのものがあつたということについてはあとで自席から申し上げます。まず今回のゼネストについて市当局のやつてきた行政処置、また市長の部下であるところの市職員があのような状態で４８時間に及ぶ長期ゼネストを敢行しておる。これについて市長はどのような評価をしていらつしやるのか。その点について明確に答弁をしていただきまして自席からまた質問をいたしたいと思います。






○　市長（平良良松君）

　　お答えいたします。１１月１０日催されましたゼネストは沖繩の政治史上にかつてない汚点を印したという受取り方には私は反対であり、むしろ民主施政を追求する沖繩の民主施政上実に立派な功績を残したものと考えております。

　　　　　　　　　　　　（傍聴席より拍手）

　われわれは与えられたものだけが民主主義じやない、われわれの県民の要求を求めて戦い進む中から本当に国民の興望にそう、あるいは市民の興望にそう政治姿勢が生まれてくるものだと考えておるわけでございます。ところで行政主席の問題でありますが、公務員法にストは禁止されておるが主席はそれに対して、法以前の問題であると言つてこれを黙認許容しておるということでございますが、その後に発表されました主席の談話を、私は極めて適当な妥当なる判断のもとになされたというふうに考えております。私があたかも大衆を扇動するようなごとき演説を行なつたのはけしからぬ、というお叱りでありますが、私も今まで沖繩の無条件全面返還の復帰運動の先頭に立つて戦つた者の一人として、現在の日本自由民主党政府から提示されておる沖繩返還の問題につきましては、かつて申し上げましたようにパンを求めて石を与えられた結果になつておる、というその内容について極めて不満の意を随所において表明し、また当局に対しても具申をしてまいりました。そういう意味でこのような返還協定の内容をぎりぎりまで再考慮してもらうようにその要求をする県民大会に対して、私は何も扇動するのじやなくて自分の所信を表明したに過ぎないわけでございます。また私ごときが扇動することによつて１０万余の大衆が集るはずもありません。私が選挙演説に立つてもせいぜい集る人は５０名か２、３百名内外でありまして、１０万の人が私に扇動されて行動するということは絶対にあり得ない、むしろそれは沖繩県民の高い理性をあまりにも過小評価するお考えじやないかというふうに考えております。

　　　　　　　　　　　　（傍聴席より拍手）






○　金城重正君

　　ただいま傍聴席においてあたかも平良市長の詭弁に対して拍手を送つておりますけれども、それはけつこうなことである。しかしです、ただいまの市長の答弁の中に１１.１０は成果のあつたゼネストであつた、とこういうようなことをおしやつております。まさに私はこの平良市長がどうにかやつておるんじやないか、これこそ行政を司る責任者としてそのようなことが言えるかどうか。汚点を残さなかつたのかどうか。皆さん方はおわかりのとおりです。私たちの治安を守るために日夜努力しておるところの警察官が火災びんを投げつけられ、そこに倒れ火がついたら消そうというようなことはしないでゲバ棒でもつてたたき殺ろしたのは誰であつたのか。市長はまさに血も涙もない、このようなゼネストが成果があつたということ自体がわれわれ善良なる市民としては考えられないような発言である。また市長がゼネストを扇動しなかつた、私にとつてはそのようなことができない、というような趣旨のことも言うておる。しかし７１年の１１月１０日の琉球新報に“本土政府は猛省を”那覇市長、ゼネストで声明、県民要求にほど遠い「協定」ということで市長の談話が発表された。これは扇動でなくて何であるのか。与儀公園においてあたかも所信表明というようなことをおつしやつておりますが、われわれが聞いた範囲内においてはまさに扇動的言動を弄しておる。これが一体３０万市民を対象に、ほんとに平和で豊かな沖繩をつくろうとしている市長であるのか。あなたは人を殺しても市長として何とも思わないのか。成果があつたということしか言えないのか。それについて市長はここで明確に答弁をしていただきたい。さらにこれは警官が殺されたというゼネストの背景があつたればこそ、あのような惨めな殺害事件というのがあつたんではないのか。その背景は何であつたのか、それに対して市長はどのような考えであるのか、明快にしていただきたい。






○　市長（平良良松君）

　　そのゼネストの途上、このゼネストを妨害しようとした一部暴力分子のしわざと混同された考え方のようであります。私は１０万県民がこの返還協定に対しては反対であり、そのやり直しを要求するという請願、陳情、意思表示の行動は７０万しか本島にいない沖繩県民の中で１０万の大衆がこれに参加したということは、はつきりと沖繩県民の意思表示をした点において大成功であつたと申し上げておるわけであります。しかしてこのデモの最中にこのような議会主義やなまぬるい請願、陳情運動ではあきたりないとする過激分子が、このデモを不成功に終わらせ妨害しようとした企みによつて突発的な火災ビン事件が起つて、そこで山川警部が殉職された、このことについては私新聞紙上でも表明いたしましたとおり、まことに沖繩県民の要求をあやまつた方向へ印象づけようとする情けない、憤りを覚える行為であると同時に警察官の殉職に対して心からお悔やみを申し上げ、ご遺族に対しても心からお悔やみを申し上げておるわけであります。しかもそういうことが今後ないように、これらの極左、極右の暴力によつてものごとを解決しようという分子の介在を許してはならないということを現在も私は所信としてもつておるわけであります。それをあたかもデモの副産物として、デモの中からそういうものが出たというふうにとられることは、デモ自体の本質を見誤つている結果であろうと思いますので、その点については１５番議員ももう一ぺん認識をあらためられるようにお願いを申し上げたい。






○　金城重正君

　　平良市長はあたかも人を殺したそのゼネストが成果をおさめて、これが正しい請願の方法であつたとこのようなことをおつしやつております。これはだれが見てもストによつて一命を落とさせたということ自体責任者はそれ相当の責任を感じなければならない。これをあたかも平良市長は成果があつたということをおつしやる。私どもはそのように感じておりません。まさに沖繩の歴史の中に一大の汚点を残したゼネストであつたということがいわれるわけであります。そこで私は平良市長にお聞きをいたしたい。しからばゼネストに参加した背景とは関係なくて、左翼の暴力分子がそのようなことをやつたということだが、その左翼の暴力分子というものはどなたであるのか、これについて明快に答弁をしていただきたい。さらに１１月９日のタイムス新聞にゼネストの参加一覧表がある、それはどこどこであるのか。その中に学生は入つていなかつたのかどうか。これが復帰協のゼネスト参加の一覧表である、そこで極左暴力団ということをおつしやつておりますけれどもこれは一体だれであるのか、それについてご答弁をいただきたい。






○　市長（平良良松君）

　　デモの時点で人殺しが起きたことを私は成果とみておるのじやなくて、１０万人という大衆が返還協定に不満であるという意思表示がなされたことを成果とみておるのであります。殺人行為を成果とみているのではないということをもう一ぺんはつきりとご理解願いたい。左翼分子はだれだということでありますが、これは私もよくわかりません。いろいろの派閥があつて日本で３６、沖繩でも１６団体ぐらいあるそうでありまして、これはむしろ私よりも治安当局にただしていただきたいと存じます。また、私が関係している復帰協議会はこれらの参加を許したんじやあないかということでございますが、復帰協といたしましてはこれらの参加を許しておりません。






○　金城重正君

　　このような市長の答弁はまさに詭弁であります。そこで本員はまずこのゼネストについてはそのぐらいにとめまして、一体那覇市の市政はだれのためにあるのか、これについて答弁していただきたい。






○　市長（平良良松君）

　　３０万市民のための市政であります。






○　金城重正君

　　まさしく市長が言うように３０万市民の市政でなければならない、そこでこの４８時間ストにおいて市長は市長としての職責を果たしたかどうか、これについてお答えをしていただきたい。






○　市長（平良良松君）

　　法の許す範囲において市長の職責を果たしております。






○　金城重正君

　　本員は質問の最初に失礼とは思いますが、嘘をいうのもゆつくりやつていただきたいということを言いたいんですが、私はこれを取り消します。最後に申し上げます。そこで市長はその当時の模様をごらんになつたかどうか。

　市長室にいらつしやつたかどうか、これについてご答弁を願います。






○　市長（平良良松君）

　　１０時ごろから市長室におります。






○　金城重正君

　　何時ですか。






○　市長（平良良松君）

　　１０時であります。






○　金城重正君

　　市長は１０時から市長室にいらつしやつたとおしやつておりますが、１０時から入口は入いれたかどうかお答え願いたいと思います。






○　市長（平良良松君）

　　市長は入りました。






○　金城重正君

　　市長は法令、規則の許す範囲内で市民のために市政を行ないますということをおつしやつておりました。はたして法令や規則の許す範囲でやつたかどうか、そこで市長はやつたとおつしやるならば、市長は条例規則等にある“那覇市職員服務規則”“那覇市車両管理規程”、さらに“那覇市庁舎管理規則”をおわかりであるかどうか、お答え願いたいと思います。






○　市長（平良良松君）

　　よくわかつておりますと答弁申し上げたいんですが、条例、法令というのはこういう冊子になつておりますので一々頭には覚えておりません。






○　金城重正君

　　覚えていないものを忠実に市長として実行しておりますということをおつしやつておりますが、こういうことがわからんでどういうようにして実行していくのか。そこで市長、あなた方は３０万市民本位に那覇市の市政はあります、行政をやつておりますということをおつしやつております。しかしあの当時救済を受けて生活に困つておる方々、これはあなたの名前で通知されておる。１１月の９日に救済物資を支給するとそういうふうに通知をしてある。そこで貧しい方々、きよう救済物資がなければあした路頭に迷うというこういう方々に通知をしてこの方々は役所に取りに来ておる。この救済物資を取れなかつた方々が何名おるのかご存じであるかどうかお答え願いたいと思います。






○　市長（平良良松君）

　　法令、条例がわからないでどうして３０万市民の行政ができるかというご非難でありますが、これはその市長の足りないところを補うために３役以下各部課長１,８００名の職員がいて、私を補佐しておるわけであります。ところでそういう中で行政をやつておりますが、はしなくも私の名前で１１月９日に救済物資を支給するという通知を出したということでありますが、このことにつきましては担当部長をしてご説明申し上げます。






○　経済民生部長（備瀬政太郎君）

　　お答えいたします。救済物資ではなくして生活保護費の交付通知書と思います。通常生活保護費の交付依頼書は通例は６日に届いております。ところが今月は８日の午後に届きました、そういうことで交付するためにはこれらの諸手続きがまる一日かかります。そのようなことで今月は１２日に支給をいたしました。






○　金城重正君

　　今月の支給は１２日にやつたということだが、何日にやつてもいい。しかし９日の日に救済をもらいに来た方々が１５名、ここに写真がとられております。この写真をごらんになつて下さい。杖をついた白髪のお婆さん方がおられる。庁舎管理は一体誰の責任なのか。あくまでもそこでストをするならばそれを排除してでも自らの責任を行政というものを果たさなければならない。ここに名前と住所が全部ある。これについてもあなた方は責任がないのかどうか。ここにお知らせというものがある、１１月９日および１０日は自治労那覇市職のストが決行され市民の皆さんには不便であろうかと思いますがよろしくご了承下さい。１１月９日那覇市ということになつております。あなた方はゼネストをあのように容認した。しかし執行者としてはあの当時執務をやろうとして集つてこられた方々がたくさんおる。またこのような救済をとるために来られた市民の皆さんに不便を与えないのがあなた方の責任ではないのか。もしもあなた方がこのゼネストを容認するならばこのようなものを外側に置くとか何らかの方法を講じなければならないと思いますがまさしくやつてない。これであなた方は３０万市民の代表者であるといえるかどうか。






○　経済民生部長（備瀬政太郎）

　　まさに１５番議員のおつしやるとおりでございます。私たちもこの生活保護費の交付を行うということで通知もいたしました。ところが先程も申し上げましたように通常は政府の依頼書が６日に参ります。お金も参ります。ところが今月にいたりましてはそれが８日に来たので準備が出来なかつたのであります。






○　金城重正君

　　まさにこのゼネストのために市民が迷惑を蒙つた。おつしやるとおりであります。市長は経民部長の答弁をどのように評価いたしますか。ここに写真があります。那覇市職労と書いて覆面をやつております。この覆面、これが一体全体３０万市民の代表者である那覇市職員であるのかどうか。服務規程をどのように守つているのか、あえて市長の責任ある答弁をいただきたい。

　　　　　　　　　（「泥棒の養成所か」というものあり）

　　　　　　　　　（「覆面強盗だよ」というものあり）






○　市長（平良良松君）

　　ゼネストを大へん罪悪視しておるようなご質問でございますがご承知のように、

　　　　（「公務員は公務員らしくやるべきだ」というものあり）

　ゆるされた請願、陳情、示威の行動でありまして、それについては市長としてどうしろ、こうしろという干渉はできないわけでございます。実際その覆面をしている現場におりませんので果たしてそうであつたかどうか、これから調査していかなければわかりませんが、しかしそういうことで、

　　　　　　　　　　（金城重正議員、市長に写真を示す）






○　金城重正君

　　あなたはそれでも調査しますか。






○　市長（平良良松君）

　　覆面はしていないんじやないか。１人はやつているな。

　　　（「こちつにあるのは覆面はしていませんよ」というものあり）






○　市長（平良良松君）

　　突発事件の場合にどれが一体最大多数の最大利益に通ずるかという評価が始められなければいけない。こういつたことがあつたから１０数名の市民に迷惑をかけたのでこのストは罪悪であるという結論は少こし早過ぎるんじやないかと思います。

　　　　　　　（「あなたの責任でしよう」というものあり）

　保安要員確保のために各部長に指示してこういうことは遅滞なく処理できるように万全の処置を講じたわけであります。ご承知のとおり平常の状態ではありませんので平常の業務どおりにはいかなかつたことは非常に遺憾でありこの点はお詫び申し上げなければいかないと思います。写真はもらつておきます。






○　金城重正君

　　市長の答弁は不本意でございますが、市長は市民に迷惑をかけたことは申しわけないとおつしやつております。その通りだと思います。まさに行政を司る市長としてはそのようなことでなければいけないと思います。そこで一階の窓に、あるだけのビラを全部帖つております。ストのビラ、一体この庁舎は誰のものであるのか、組合のものであるのか、これを明確に答弁していただきましよう、これも見せましよう。






○　市長（平良良松君）

　　庁舎はまさしく市のものであり３０万市民のものであります。






○　金城重正君

　　市長は市庁舎は３０万市民のものであり一部のもののものではないとおしやつておりますが、これは市長が許可したのかどうか答弁していただきたい。






○　総務部長（親泊康晴君）

　　一部につきましては許可してありますが、許可してない分も若干あるかと思います。






○　金城重正君

　　許可したものも、許可しないものも幾分かあるということだがどこを許可したのか、その責任者は誰か、はつきりさせていたださたい。






○　総務部長（親泊康晴君）

　　許可した分につきましては通常各階に掲示されている掲示板でございます。

　それから庁舎管理者はそこにおつて本庁舎の分については総務部長、他の庁舎につきましては総務部長があらかじめ指定するものが庁舎管理者であります。






○　金城重正君

　　しからば総務部長は市長から委託された権限としてそれをまつとうしたかどうか、まつとうしてなければその責任はどういうふうにとるか、ご答弁願います。






○　総務部長（親泊康晴君）

　　お答えいたします。庁舎管理者として適正な管理がなされているかというご質問ですが、当初は出来るだけ管理者として庁舎の内部にポスター、標語の貼付について事前に許可をうるように職員に対して指導して来たわけですが、従来もエキサイトした時点におきまして庁舎管理者の許可を得ないで貼付するものもございましてこういつたものを考え合わせますと従来やつて来たスト行為と同じような形で庁舎の内外に貼付するような実情でございます。そこで出来るだけ管理規則にのつとつて今後これの使用許可をしてゆきたいと思います。






○　金城重正君

　　当局は３０万市民のための市庁舎である、今後はやりますということをいつているが、今回だけではない、去つたゼネストにおいてもしかりであります。

　　　　　　（「西銘時代もそうだつたよ」というものあり）

　そこで皆さん方はまさに行政権というものを放棄しております。ここにありますように大学のデモや暴力まがいのようなことをやつている。この中をみて下さい籠城するために机や腰掛けを全部窓ぎわにおいている。これをあなた方はわかりますか。那覇市の財産は組合のものであるのか、見て下さいこれを。この中には籠城するために机や腰掛けが窓一ぱいおかれております。あなたはそれでも責任を果しました、今後注意しますということがいえるかどうか。こういうことについて腹を切るべきだと思うがどうか。






○　平良良松君

　こういう事態に立ちいつたことはまことに残念で先程も申し上げましたように申しわけない事態になつたわけでありますが、しかし何しろ１,８００名という職員がおりまして、はじめはおとなしくこつちのいうことを聞いておりますが、段々エキサイトしてまいりますとチヨクチヨク常軌を逸したような状況が出てまいりますので、これはスト行為がすんだ直後に早速清掃させましてもとの庁舎の姿にかえしております。こういう不届きをしでかすたびに管理責任者に腹を切らせると死んでしまいますのでそういう責任のとり方についてもこれからも検討いたしますが、しかしこういうエキサイトする時点ではその台風一過の時期をしばらくがまんしてわれわれは庁舎の安全を保たなければいけないというふうに考えるわけでございます。






○　金城重正君

　　市長は、まことに第一組合がやつた行為は残念でたまらぬ、今後処分をやります、という答弁をやつていただきたい。そこで、ああいうようにエキサイトした状況の中であつたということをおつしやつておる。市長は１０時にしか来なかつた。私は９時に来ました。あのようにエキサイトしないようなゼネストというのはないんだ。実に静かなゼネストではあつた。何を皆さん方は勘違いしてエキサイトしたような状態ということをおつしやるのか。皆さん方はこう言えばああ言う、ああ言えばこう言う。まことにもつて無責任を感じます。そこで、ここに写真がございます、はたしてこれで３０万市民の公僕であり、あんたの部下であるのかどうか。そういう方々にどういう責任をとらすのか。そこでもう一点申し上げましよう。そこに写真がある。トラツクの写真なんです、トラツクの写真。衛生現業、そこの車を全部パンクさせて、衛生現業の入口にピケを張らせておる。一体皆さん方はこれがわかるかどうか。これをごらんになつてください。

　　　　　　　　（市長席のほうまで行き、写真を提示する）

　　　　（「市民の公僕といえるか市長」「議長もう１時間なつているよ」「議長、ちよつと待つてください」という者あり）

　このような市の財産が無法にパンクさせられて、ストのために使われていたんだ、ということになつておる。これについていかような態度を示し、いかなる責任を感じ、どういう措置をとるのか明確にしなければならぬと思う。さらに、私たちが調べた範囲内において、あのゼネストの殺害現場において那覇市の車があつた。これをわかつていらつしやるかどうか。さらに第二助役の運転手、これがそのゼネストのときに区画整理のピツク・アツプを利用し、職員の送り迎えをやつているということを私たちは聞いておる。その点についておわかりかどうか。おわかりであるならば、このような無法地帯をなした那覇市長の責任、平良市長はどのようにその責任を果たすのか。市民に対しておわびをするかどうか。これについて答弁をしていただきたい。

　　　　　　　　　（「あんたの職員はそんなことまでやつているんですよ」という者あり）






○　市長（平良良松君）

　　こまかいご指摘をいただいておりますが、そういうこまかい点につきましては現在調査中でございますので、その結果が出次第それぞれ処置をしていきたいというふうに考えております。






○　金城重正君

　　しからば市長は、これを調査し、そのような職員は処置していく、こういうことをおつしやつておる。この結論は１２月の議会までに出せるかどうか確約をしていただきたい。これはあんたの財産ではないんだ。３０万市民の財産なんだ。市民の財産をこのように不当に使い立てて、無法地帯にしたあんたの責任、これを１２月議会で結論出すことができるかどうか。

　　　　（「あと何分残つている？」「３分」という者あり）






○　市長（平良良松君）

　　このような問題は、申すまでもなく、できるだけ早目に調査しそれぞれ措置したいと考えております。






○　金城重正君

　　このように衛生現業において、こういう車を、市の財産を許可もなく勝手に使用した。もつとあります。工事課の大型車、これを本庁舎の前のほうに持つてきておる。これも許可したのかどうか。これについてお答えをしていただきたい。






○　総務部長（親泊康晴君）

　　お答えします。許可しておりません。

　　　　　　（「何ですか。許可してないて」という者あり）

　許可しておりません。






○　金城重正君

　　皆さん方はほんとに平良市長以下役職員全員が反市民的なことをやつてきたということを、いまの市長の答弁、また部長の答弁から明らかになつておる。まさに市民のため、ということを言いながらこのようなことを正々堂々とやつておる。であるならば、このように無法地帯を起こさせたのは市長であるということを本員は考えるが、市長はそういうふうにお考えになるのか。






○　市長（平良良松君）

　　ゼネストを起こさせたのは私ではありません。

　　　　　　　　　　（傍聴席より「笑声、拍手」あり）






○　金城重正君

　　まさに軽卒な答弁である。何もゼネストということを言うてない。そのような無法な那覇市政を起こさせたということについて市長は責任を感ずるかどうかである。いまあんたは“まことに残念であります、こういうことは今後もさせません、すまなかつた”ということを答弁しておるんじやないですか。それを裏返せば、あんたが行政権を放棄しておるから、このような那覇市の無法状態が具現されたということになつておるんではないのか。

　　　　　　　　　　（「そのとおり」という者あり）

　さらにそれが発展して、あのような無残な殺人事件まで起こつておる。であるならば平良市長は写真でごらんいれたように、第一組合が旗ざおを前にして顔をかくし、鉄かぶとをかぶり、ピケを張つておる。そこに就労しようとしたところの職員の方々がたくさんおつた。その措置はどのようにおとりになるか答弁をしていただきたい。

　　　　　　　　　（「合法的だ」という者あり）






○　市長（平良良松君）

　　お答えいたします。私は行政権を放棄したのではありません。つとめて市民に迷惑をかけないように保安要員の確保をして、緊急やむを得ざる問題については、つとめて遺憾のないように努力をしたのであります。しかし問題は、私の努力にもかかわらずこのような事態になつたことを先ほども繰り返しおわび申し上げたのと同しであります。ただここで、またしても殺人事件とゼネストをいつしよにしたようなご発言がありますが、この点は再々１５番議員の認識を改めていただくようにお願い申し上げます。ものごとは正しく判断していかないと、そこからは正しい解決も生まれてこない。

　　　　　　　　　　（傍聴席より“拍手”あり）

　何がゆえに沖繩でこのような大きなストライキをしたか。また市の職員組合がこれに参加せざるを得なかつたのか、という理由も一面だけからではなくて両面から十分検討して善処していただきたい。われわれはもちろん今後の問題につきましても善処いたしますけれども、これは単に掲げ足取りではなくて、どうしたら沖繩がよくなつていくかというところに私どもは過去のにがい経験を積み重ねて、善良な方途を見い出していきたいと、そういう努力をしたいと考えております。

　　　　　　　　　　（傍聴席より“拍手”あり）






○　金城重正君

　　市長は１１・１０のストで１人の人間が無残にも死んでいつた。けれどもそれは問題ではない。問題はもつとほかのところにある。その殺人が起こつたというようなことで、そこに問題をすり変えていつてしまつたら因るんだ。こういうようなことをおつしやつておる。何も問題をすりかえていない。本土に復帰するのも大事なことなんだ。人が殺されて尊い一命が亡くなつたということは、まさに重大なんだ。しかし、そういう殺人の問題も一応ゼネストという背景があつたればこそ、そのような状態になる。そこで私は最初に申し上げたんです。官公労は違法であつても自治体は現段階においてスト権は認めると。これは私は、申し上げたとおりである。しかし、そういう請願をやるにしても、また沖繩の県民の意思の要求であつても、あのような方法でしかできないのか。もつとやるべき方法があると思うんです。いま市長がおつしやつておるのはゼネストは成果をおさめたということだが、じやあそれを上回わる暴動が起こつてもいいという結果になる。民主主義社会において私たちはどのような暴力でも否定しなければならないはずである。結果としてはこのように人が殺された。あんたは






○　副議長（仲本安一君）

　　時間オーバーしておりますので簡潔に願います。






○　金城重正君

　　私に対して“もつと考え方をほかのほうに転じたらどうか”、ということであるけれども、あんたはきようのタイムスにまさに独裁的に市長会の名目をもつて、ほかの市長の方々に検討もお願いしていないまま市長会の全会一致でない、いわゆる平良市長の声明がなされておる。その文を読んでみると、あたかもゼネストは正当である。人が殺されたのは、これは残念であつた。しかし、殺されるよりもそのほうが大事なんだぞ、ということを声明をしておるんだ。あなたこそ人が殺されたのをこういう復帰運動にすり変えようとしておる。そういう責任のがれであつてはならないと思います。そこで市長はまだ私の質問に対して答弁してませんけれども組合の方々、または善良な職員が就労しようとしたがしかしあのようなピケツテイングでは入れない。そういう方々は８時半まで出勤はしたけれども入れない。このことについて市長はどういう措置をとるのか。これを明確にしていただきたい。これが一点であります。さらに市長に写真をごらんに入れましたような、いわゆる鉄かぶとをかぶり、覆面をやつておる。これがあんたの部下職員である。服務規定の中には、職員は市民の公僕として忠実に職務を遂行しなければならぬ、とある。公僕ということは市民の模範でなければならない。さらに就職する場合の宣誓書の中にも十分そのことがうたわれておる。あたかも暴力まがいのことがやられておる。覆面なんだ。一体これがあなたの下で働く職員であり、そのまま放任するのかどうか。今後このような態度というのを改めさせていくかどうか。この２点について答弁をしていただきたいと思います。






○　市長（平良良松君）

　　お答えいたします。ご質問の冒頭に警察官が一人死んだのは問題じやないと、それよりももつとゼネストのほうが大きな問題だと、私が言つたというご指摘でありますが、そのようにとられては困ります。私は警察官の死に対しては心から憤りを感じておる一人でございます。こういうことが再びあつちやいけないと繰り返えし申し上げておるわけでございます。そういうものがデモの副産物として出てきたことは否めないとおつしやるわけでございますが、どうしてデモをしなくちやいけないのか、その背後は何であるのか。明らかに沖繩県民の好まない返還協定の内容がそれをさせておる。バツクの背後の実情ということになりますというとそこまで申し上げなくちやいけない。さらにそういう返還協定をしなくちやいけないのか、佐藤自民党政府の日米沖繩共同管理の野望がそういうことをさせておる、しかも２６年に亘つて沖繩県民の生命財産を保障することなく米国兵の暴力にさらしたのが、人身傷害というものであり数えるに暇がない、そういう中からわれわれは日本人としての権利、生活、しあわせをつかみとるための返還要求をやつておる。アメリカと日本の佐藤政府がグルになつて再び沖繩を軍事基地として共同管理しようとすることを内容とした施政権返還の包み紙に包んだ贈り物に対して、われわれはこの中身を検討しないで賛成でございます、サア復帰だ、がんばろう、そういうことにはならない。そういうバツクがあればこそこのような問題が出てくるんだということを私はもう一ぺん申し上げて、皆さんのご検討をお願いしたいと思つております。それからこういう事態になつて、それじや働くためにやつてきた職員に対して市長はどういう処理をとるのかというお尋ねでございますが、これはどういう時点になるかといろいろ判例もあるし判断のつかない問題がたくさんあります。しかし原則といたしましては現実に労働を提供しなければその対価は払えない、いわゆるノーワーク、ノーペイの原則をつら抜いていくしか私にはできないということでございます。それから覆面してデモをしておるのは部下職員か、あるいはそういうものが職員であつていいかということでありますが、そういう点につきましてはデモに参加した職員については知悉しておりませんので十分調査をしてみたいと思つております。






○　副議長（仲本安一君）

　　所定時間がきましたので、






○　金城重正君

　　まだしめくくりがあります。

　　　　　　　　　　　　　（発言する者多し）






○　副議長（仲本安一君）

　　静粛に願います。時間の３０分をオーバーしております。答弁漏れがありましたら答弁をさせます。答弁漏れがなければ進行します。

　　　　　　　　　　　　　（発言する者多し）

　　　　　（「黙つて下さい、聞こえませんよ」という者あり）






○　副議長（仲本安一君）

　　休憩いたします。


（午後３時１５分　休憩）

（午後３時２６分　再開）






○　副議長（仲本安一君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。時間を延長いたします。

　　　　　　（「議長、休憩してください」というものあり）






○　副議長（仲本安一君）

　　休憩いたします。

（午後３時２７分　休憩）

（午後３時４２分　再開）






○　副議長（仲本安一君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　追加日程第１、今回行なわれたストに対する市長の姿勢についての緊急質問を終了いたします。






○　副議長（仲本安一君）

　　日程第３、議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補予算。議案第１０２号、町字区域および名称の新設ならびに変更について。議案第１０３号、議決内容の一部変更について。議案第１０４号、工事請負契約について。議案第１０５号、那覇市水道事業の基本計画変更について。

　諮問第２号、公有水面埋立て免許申請について。までの事件を一括して議題といたします、順次提案者の説明を求めます。






○　建設部長（水間平君）

　　議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算についてご説明申し上げます。

　　この案は、第一地区ならびに美栄橋地区の土地区画整理事業に要する予算の補正でありまして、その内容といたしましては、まず才入では繰越金に１３,０９１ドルを追加し、才入予算総額は５０,４７５ドルとなつております。才出ではまず永年の懸案でありました国県有地の換地計画が正式に決定し、換地処分および登記事務が一挙に増大し、その事務処理のため当初の予算額では不足をきたすことになりますので、職員手当に１,５９７ドル、そしてその付帯経費としての共済費が２４ドルであります。次に数年来交渉が難渋していた辻工事区における物件移転補償費が昨今の諸物価の高騰で補償単価が値上りし、当初の予算額では、補償が困難となつたためその補償費として１,７１４ドルであります。さらに清算業務を早期に処理する必要がありますので、この清算交付金として９,７５６ドルをそれぞれ追加しました。補正総額は１３,０９１ドルで才出予算総額は５０,４７５ドルになつております。よろしくご審議のほどお願い申しあげます。議案第１０２号、町字区域および名称の新設ならびに変更についてご説明いたします。本案は、さきに議決を得た泊安謝間埋立地の行政区域編入に伴ない町字区域および名称の新設変更をして地域登録申告手続を早急にしなければなりませんが合せて、その周辺地域埋立地を含めて町界町名整理することが必要であり、市町村自治法第６条の３の規定により議会の議決を求めるために本案を提出したわけであります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。議案第１０３号、議決内容の一部変更についてご説明申し上げます。１９７１年度石嶺公営住宅建築工事につきましては、１９７１年７月３０日議会の同意を得て上地組が工事施工中でありますが土工、杭、工事等の設計変更により契約金額が減額になりましたので提案するわけであります。このことにつきましては議会の同意を得る必要がありますので、お手元に配布してあります議案のとおりでありますのでよろしくご審議くださいますようお願いいたします。






○　土木部長（内間安春君）

　　議案第１０４号、工事請負契約について提案理由をご説明いたします。１９７１年度事業の那覇新港岸壁工事は１９７１年度から継続して工事を進めており、現在工事中の－１１メートル岸壁３６６.６メートルに引続きまして追加工事として－１１メートル岸壁５８メートル、－３メートル物揚場１３３メートルの工事を施工するものであります。入札の結果は１９７２年３月３１日までの竣工期限で請負金額２９２,０００ドルで南洋土建株式会社代表者比嘉広に落札決定いたしました。契約内容はお手元に配付いたしました議案のとおり仮契約を締結いたした次第でありますが、議会の同意を得るため「議会の議決に付すべき契約および財産の取得または処分に関する条例」第２条の規定により本案を提出いたしたのであります。よろしく審議をお願いします。






○　水道局長（佐久川寛貞君）

　　議案第１０５号、那覇市水道事業の基本計画変更について提案理由を説明いたします。

　　本土復帰を来年に控へ琉球政府は水道事業関係手続書類等を整備し、スムーズに本土政府厚生省に事務引継ぎをするため、各市町村長あて許認可届出事項に関する申請を提出するよう８月１２付通達を出しております。この通達に従い、水道局では１９８０年を目途とする給水区域、給水人口および１日最大給水量の基本計画を策定いたしますので、水道法第１０条第１項に基づき申請したいと思います。

　申請する場合に、同法施行規則第５条第２号により議会の議決を証する添付書類が必要でありますので、この議案を提出した次第であります。よろしく、ご審議の程お願いいたします。






○　建設部長（水間平君）

　　諮問第２号、公有水面埋立て免許申請についてご説明致します。琉球バス株式会社社長久保田盛宏代から那覇市字仲井間伊知当原地先国場川の湾曲部分を埋立てて車両の修理工場用地として利用するために行政主席に対して、埋立の申請がなされています。

　この件について、行政主席から公有水面埋立法施行規則第５条の規程により意見を徴されているので提案致します。よろしくご審議の程おねがいいたします。






○　副議長（仲本安一君）

　　質疑に入ります。ただいまの説明は一括でありますので、議案第１０１号から順を追つて質疑に入りたいと思います。

　議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算について質疑に入ります。






○　宮里敏慶君

　　那覇市は区画整理事業について最近換地処分を行うということで昨日換地処分の認可が行政主席名で告示されておるということを聞いております。今度換地処分をする区域の総面積、土地が何筆、建物が何戸あるかお伺いいたします。






○　建設部長（水間平君）

　　第一地区の面積が６７４,１７８.３１坪となつております。美栄橋地区が３５,６４３.７０坪合計しますと７０９,８２２坪０１というふうになつております。それから建物については約５,３００件、土地の筆数にいたしまして約８,０００筆でございます。






○　宮里敏慶君

　　換地処分のために那覇法務支局では７月以降臨時用員を何名か雇つて仕事を進めております。そして行政主席の換地処分の告示が出たらすぐ事務に着手するというふうになつておりますが、那覇市のほうから換地処分の通知書がまだ来ないということで臨時雇いも仕事が出来ないということでございますが換地処分の嘱託書を那覇法務支局にいつ発送するかお伺いいたします。






○　建設部長（水間平君）

　　今調べてご答弁いたします。






○　区画整理課長（上原武信君）

　　お答えいたします。嘱託書は現在作つておりまして登記所のほうからも町目ごとに出してもらうようにということで調整を行いその順に応じて送付することになつております。その前に建物嘱託書の原本になつております書類は送つて準備させております。






○　宮里敏慶君

　　法務支局としてはこの換地処分の区域は登記を閉鎖して一般市民の登記を受け付けておりません。市は早速嘱託書を出すべきである。法務支局としては態勢が整つているが那覇市からまだ書類が来ないということで折角雇つた臨時雇いもほかの仕事をさせておるが那覇市としては何ヵ月も前から十分書類を整えて主席の告示とともに書類を提出する準備をやるべきだと思うがなぜ今日まで書類を全部整えなかつたのかお伺いいたします。






○　区画整理課長（上原武信君）

　　ただいまのご質問は、嘱託書はなぜ遅れたかということでございますが、実は私どもは今年の６月１日までの権利関係の分を全部調査いたしその分をまとめまして換地計画の認可を行政主席に行つたわけでございます。７月１日から換地処分されるまでの間にいろいろ権利の移動、変更がありましてこういつたものも常時調査を行つております。そこで６月までのものにつきましても、結局この換地処分を７月１日から１１月１５日までの間、権利の変更がございますと向こうとしても書類は一応受け付けても処理が出来ないということでございます。そこで私どもといたしましては一応その原本になるべきものを６月３０日現在で押えられたものを一応送つて向こうは向こうなりに調査をして嘱託書がまいりますとそれによつて処理が出来るように現在取り計つているような状態でございます。その事務の中身につきましては常時法務支局にご相談申し上げていろいろ打ち合わせをやつておりますので左程混乱はなかろうかと思います。






○　副議長（仲本安一君）

　　会議規則第５４号の規程により質疑は３回をこえてはならないとなつておりますのでご承願います。






○　宮里敏慶君

　　換地処分の嘱託書はいつ那覇法務に送つたのか。






○　区画整理課長（上原武信君）

　　ただいまのご質問につきましては資料を持つていませんので資料をすぐ持つてまいりますからしばらくの間ご猶予願いたいと思います。






○　副議長（仲本安一君）

　　区画整理課長の答弁を保留して次に進みます。






○　宮城武君

　　区画整理問題で補正予算の中に医療保険負担金というのが説明の中に出ておりますが、これはどういうふうな比率で持ち合わされておるのか。もう一点は去る立法院議会におきまして医療保険法についての立法がなされ現在、琉球政府においてその取り扱いについて苦慮なさつておられますことは当局もご存知のことと思いますが、それとの関連はどういうふうになるのか、その辺をちよつとご説明願いたいと思います。






○　区画整理課長（上原武信君）

　　ただいまの医療保険の問題につきましては法規の中にございます算定基準によつて出してあります。その中身につきましては今資料をとりにまいつておりますのでしばらくご猶予をお願いいたします。






○　宮城武君

　　日にちと今回の立法措置。この問題はですね事業担当部にお聞きするのは酷だと思いますが、この関係の医療保険に関するセクレヨンの方が適当だと思いますのでその方から答弁を願います。






○　総務部長（親泊康晴君）

　　この医療保険負担金というのは市の場合は一般総務管理費、各事業費、それからこのような特別会計のもとでは各特別会計の予算で使用者側としての負担金が予算計上されるわけでございます。従つてこの場合に現在実施されてる医療保険、５名以上の使用者の分、使用者が負担すべき額だけ計上しております。宮城議員が今ご指摘になつている国民健康保険というのは、それに適用しないものでございますので、これとの関係は出てこないと、こういうふうに考えております。






○　区画整理課長（上原武信君）

　　先ほどご質問がございました医療保険料の算定基準率でございますけれども、これは１,０００分の１５になつております。その割で今度追加計上してございます手当におつかけましたが２４ドルということなんです。

　　　　　　　　　　（「もう１件は」という者あり）






○　区画整理課長（上原武信君）

　　どうも失礼いたしました。嘱託書の送付の日にちでございますけれども、これは登記所のほうから私どものほうに参りまして、町名ごとに送付をしていただきたいと。そこで字安里、西３丁目、久茂地２丁目、西２丁目、泊４丁目の、いわゆるこの５丁目の分につきましては１２月の３日までに送つてほしい、ということでこのあとの部分につきましては適当に日にちを区切つて送付をしていくということになつております。






○　宮里敏慶君

　　いま課長のご説明では、那覇法務支局から嘱託書どこそこは１２月３日までには届けてほしいというが、当局としては登記所の要求の箇所、１２月の３日までに嘱託書を発送する自信があるかどうか。確答を願います。






○　区画整理課長（上原武信君）

　　はい、ございます。






○　宮里敏慶君

　　終わります。






○　宮城武君

　　先ほど総務部長からご説明いただきまして、実は十分わかりました。そこで実は今回医師会が打ち出しました、新聞紙上すでにご存じだと思うんです。そこで三師会といつしよになつて打ち出しております保険医辞退問題というのが惹起しておるわけです。さてこの問題につきまして具体的なものは私ども知るよしもないんですが、この保険医辞退ということは医療保険加入者にも影響があるのかどうか。もしそれを知つておられるのであるならばご答弁願いたい。万一医師会が保険医を辞退した場合に現行法で行なわれておる医療保険制度にも影響を来たすのかどうか。そこをひとつお答え願いたいと思います。






○　経済民生部長（備瀬政太郎君）

　　お答えいたします。保険庁から保険金をもらうときには医療担当者、いわゆる医師会、薬剤師会からそれぞれ医療費に要した書類がございます。それを正式に発行する義務が医師から抜けてきます。そのようなことで、正式の手続きを踏むようなことはできませんが、受給者が医師に支払つた料金について何らかの方法で医師から獲得してくれば保険庁としては、いわゆる給付金を与えることは可能であります。






○　宮城武君

　　ただいまの答弁によりますと、これは影響あるというふうに受け取れます。しかし答弁の中で、何らかの方法で医師から取つてくれば、保険庁は支払うと。その何らかの方法というのは一体何であるのか。また保険庁が支払うという根拠は何に基づいてそれを支払うのか。そこをひとつご説明願いたい。






○　経済民生部長（備瀬政太郎君）

　　この問題につきましては、正式には琉球政府と医師会との問題でございます。それで具体的には、その方法については保険庁のほうから発表があるかと思いますが、そのような方法でもいわゆる医療保険業務を遂行することは可能であるという、ひとつの方法について私知つておりましたのでお答えした次第でございます。






○　宮城武君

　　そこで、これは市長に特に要望申し上げておきたいと思います。これは確かに大きな社会問題として惹起する可能性が非常に強い。しかも多数の市民をかかえている那覇市においても大きな問題であると思うんです。そこで市長といたしましては医療保険の掛けつぱなし、取られつぱなしにならないように病気にかかつた、保険者等の立場を十分認識して、そういう問題にも市民が損失を負わないような、迷惑を負わないようなひとつの努力を払つていただきたいということを要望を付しておきたいと思います。






○　金城重正君

　　１０２号議案について質疑をいたします。たしか一昨年だつたと思いますが、その記憶については間違いがあつたらご了承していただきたい。この町字区域の名称の新設、並びに変更についての議案が出ておりますけれども、その町字の問題については本員は別に異議はございません。ただしその議案に添付しておりますところの那覇新港地域町界町名整理図というのがございます。那覇新港の計画の変更がございました。いわゆる那覇市が入札の段階で土地は処分したけれども、港湾の地域の変更のために、逆に那覇市が買い戻さなければならなかつたのがございます。そこで、本員がお聞きしたいのは、前に那覇市から買つた地主の方々、この方々は那覇市に売るんじやなくて、土地の代替をしていただきたい。これがほとんどでございます。したがつて那覇市が一応港湾の設計変更によりその市民に対するしわ寄せがあると思いますが、那覇市は十分市民の声を聞いて、市民の中には那覇市のために不利益を個人的に蒙らなければならない方々もおると思いますがそういう方々に対してその換地を十分にやつたかどうか。またその手続きがなされたかどうか。これについてご答弁をしていただきたいと思います。






○　経済民生部長（備瀬政太郎君）

　　お答えいたします。大部分の地主については、基本的には了解済みでございます。しかしながら一部の人たちが、話し合いをしました際に、その移つていく地域について道路をあけてほしいというような要望もございましたので、その点につきましては土木部長とも話し合いまして、その話を来たる金曜日に、もう一度会合を持ちまして、そして煮詰めていきたいとこのように考えております。






○　金城重正君

　　ただいま経民部長のご説明によりますと、来たる金曜日にその方々との話し合いをやるということですが、本員がお聞きしたいのは、那覇市のほうから土地は買つた。しかし市は今度は逆に買い戻さなければならないので市は代替地をやろうというような案が出された。しかし今日になるまでこれがいまだに解決をしていない。市民の方々は入札の段階では新港湾ができたらそこに何かしようという事業計画はある。しかし、この問題が解決されないために銀行に融資をお願いした。しかし銀行としてはその土地を担保に入れて貸しましよう、ということになつた。けれどもそれがいまだにできなくて、もう銀行との関係は解約されてしまつて、泣き寝入りしている市民の方々がおる。そこで、いま経民部長の話で、金曜日に話し合うというならばけつこうでありますけれども、それが早目にできるかどうか。金曜日に話し合うけれども、場合によつては結論はまた延びるかもしらぬけれども、当局はこれを早急に解決する意思があるかどうか。と申し上げますのは先ほども申し上げたとおり。市のために泣き寝入りしている方がいるんです。またその方々が、市が買い上げるならば、または代替地をあげるならば協力をいたしますという方々なんだ。そういう方々を泣かしてはならぬと思うんです。だから早急にこれを解決する目途があるかどうか。それについてお答え願いたいと思います。






○　経済民生部長（備瀬政太郎君）

　　港湾用地の件が私のほうに移りましてから鋭意この面については早急に解決したいということで、何回となく会合いたしております。先週その点につきましては、少なくとも今月いつぱいにはぜひ契約書をかわす段階にまで持つていきたい、ということを皆さんには私の意思をお伝えしてあります。






○　金城重正君

　　ただいま経民部長が力強く答弁しておりますんで、できるだけ市民に負担をかけないように、これは市の関係でこういうことになつておるんだから何も市民が悪いんじやない。したがつて早目にこれを解決していただきたいと思います。以上。

　　　　　　　　　　　　（「進行」という者あり）






○　副議長（仲本安一君）

　　質疑を終結します。

　　議案第１０２号、町字区域および名称の新設ならびに変更について、は総務委員会に付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本安一君）

　　議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算、議案第１０３号、議決内容の一部変更について、議案第１０４号、工事請負契約について、議案第１０５号、那覇市水道事業の基本計画変更について、諮問第２号、公有水面埋立て免許申請については建設委員会に付託します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本安一君）

　　本日の日程は全部終了いたしました。これにて散会いたします。来たる２０日本会議を開きます。

（午後４時２０分　散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












上会議録を調整し署名する。






　　１９７１年１１月１６日






　　　　　　　　　　　　　　副議長　　　仲本安一　　　㊞






　　　　　　　　　　　　　　署名議員　　瀬長フミ　　　㊞






　　　　　　　　　　　　　　署名議員　　喜舎場盛一　　㊞
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１９７１年第１３４回那覇市議会会議録（臨時会）







	
			○　１１月２０日（２日目）
			（午前１０時１０分開議）
	

	
			（午前１０時５９分閉会）
	








○　出席議員（２５名）

　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　　１７番　　又吉久正君

　　２番　　中村昌信君　　　　　　　１８番　　仲本安一君

　　３番　　瀬長フミ君　　　　　　　１９番　　金城吾郎君

　　４番　　辺野喜英興君　　　　　　２０番　　黒潮隆君

　　５番　　喜舎場盛一君　　　　　　２１番　　久高友敏君

　　６番　　仲村正治君　　　　　　　２２番　　喜久山朝重君

　　７番　　　欠員　　　　　　　　　２３番　　宮城武君

　　９番　　金城甚松君　　　　　　　２４番　　真栄城嘉園君

　１０番　　島袋宗康君　　　　　　　２５番　　比嘉佑直君

　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　　２６番　　安見福寿君

　１２番　　　　欠員　　　　　　　　２７番　　玉城栄一君

　１３番　　平良信一君　　　　　　　２８番　　　欠員

　１５番　　金城重正君　　　　　　　２９番　　椿秀義君

　１６番　　高良文雄君　　　　　　　３０番　　大浜長弘君









○　欠席議員（２名）

　　８番　　上原綱正君

　１４番　　宮里敏慶君









○　市町村自治法第６１条による出席者

　　　市長　　　　　　　　　　平良良松君

　　　第一助役　　　　　　　　稲嶺成珍君

　　　第二助役　　　　　　　　前田武行君

　　　収入役　　　　　　　　　呉屋永得君

　　　総務部長　　　　　　　　親泊康晴君

　　　企画部長　　　　　　　　平良清安君

　　　財政部長　　　　　　　　伊波静男君

　　　経済民生部長　　　　　　備瀬政太郎君

　　　保健衛生部長　　　　　　内間安春君

　　　建設部長　　　　　　　　水間平君

　　　土木部長　　　　　　　　内間安春君

　　　消防本部長　　　　　　　具志清一君

　　　水道局長　　　　　　　　佐久川寛貞君

　　　建設庶務課長　　　　　　照屋健男君

　　　都市計画課長　　　　　　嘉手納是敏君

　　　区画整理課長　　　　　　上原武信君

　　　土木課長　　　　　　　　宮城光徳君

　　　水道局企画調査課長　　　安田秀夫君

　　　総務課長　　　　　　　　石川源三君


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　事務局出席者

　　　事務局長　　　　　　　　義永栄善君

　　　庶務課長　　　　　　　　玉城三郎君

　　　議事課長　　　　　　　　新垣襄二君

　　　議事係長　　　　　　　　亀島美一君

　　　調査係長　　　　　　　　永山盛広君






　　　記録係長　　　　　　　　山城正信君

　　　主事　　　　　　　　　　徳村政保君

　　　主事　　　　　　　　　　上原洋子君

　　　主事　　　　　　　　　　山川恵美子君


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








１９７１年第１３４回那覇市議会臨時会議事日程第２号

１９７１年１１月２０日（土曜）午前１０時開議






　第１　会議録署名議員の指名

　第２　議案第１０２号　町字区域および名称の新設ならびに変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務委員長審査報告）

　第３　議案第１０１号　１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）

　　　　議案第１０３号　議決内容の一部変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）

　　　　議案第１０４号　工事請負契約について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）

　　　　議案第１０５号　那覇市水道事業の基本計画変更について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）

　　　　諮問第２号　　　公有水面埋立て免許申請について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　会議に付した事件

　　　　（議事日程と同じ）


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









１９７１年１１月１７日









　　　那覇市議会副議長

　　　　　仲本安一　殿









総務委員長

黒潮隆












委員会審査報告書






　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第１０１条の規定により報告します。






記








	
			議案番号
			件名
			議決の結果
	

	
			議案第１０２号
			町字区域および名称の新設ならびに変更について
			可決
	








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










１９７１年１１月１７日









　那覇市議会副議長

　　　仲本安一　殿






建設常任委員会委員長

比嘉佑直






委員会審査報告書






　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第１０１条の規定により報告します。






記







	
			議案番号
			件名
			議決の結果
	

	
			議案第１０１号
			１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算
			原案可決
	

	
			議案第１０３号
			議決内容の一部変更について
			同意
	

	
			議案第１０４号
			工事請負契約について
			〃
	

	
			議案第１０５号
			那覇市水道事業の基本計画変更について
			可決
	

	
			諮問第２号
			公有水面埋立て免許申請について
			支障あり
	








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












○　議長（辺野喜英興君）

　　これより本日の会議を開きます。この際、諸般の報告をいたします。総務常任委員長、建設常任委員長から会議規則第１０１条の規定による委員会審査報告書が提出されておりました。






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は、仲村正治君、金城甚松君を指名いたします。






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第２、議案第１０２号。町字区域および名称の新設ならびに変更についてを議題といたし総務委員長の審査報告を求めます。






○　総務委員長（黒潮隆君）

　　議案第１０２号「町字区域および名称の新設ならびに変更について」審査の経過と結果について、ご報告申し上げます。

　　那覇新港背後地の第４次埋立地は１９７１年９月１７日付で「那覇市へ行政区域編入」の行政主席告示がなされ、さらに市町村自治法第６条の３の規定により「町字区域および名称の新設変更」の手続をしなければなりませんが、すでに旧天久、安謝区域へ編入された第１次から第３次埋立地についても、将来の住居表示制度上、早急に町界、町名整理が必要でありましたので、那覇市町界町名整理審議会の答申にもとづいて町字区域および名称の新設、変更するものであります。

　　なお、町名については、港町１丁目が約５５,０００坪、港町２丁目が約６０,０００坪、港町３丁目が約５２,０００坪、曙１丁目が約５０,０００坪、曙２丁目が約３６,０００坪、曙３丁目が約３８,０００坪で構成されておる。ということであります。以上の当局説明に対し、「曙」という名称については当用漢字にないので使用することはできないのではないか。ということに対し当局の説明は、那覇市町界町名整理審議会の中においても、このことについて論議が交わされ、当用漢字にないので使用することは問題があるという意見もあつたが、結論として「曙」という名称は那覇市歌よりとり入れたのであり、かつ固有名詞でもあるので名称として使用することになつた。

　　委員会は、なお若干の質疑を交わしたのであるが、結論として本案については全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしましたので各位のご賛同を得たいのであります。

　　　　　　　　　　（「質疑討論なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　質疑討論省略し採決に入ります。日程第２、議案第１０２号町字区域および名称の新設ならびに変更についてはただいまの委員長報告どおり可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　日程第３、議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算。議案第１０３号、議決内容の一部変更について。議案第１０４号、工事請負契約について。議案第１０５号、那覇市水道事業の基本計画変更について。諮問第２号、公有水面埋立て免許申請について。までの事件を一括して議題といたします。建設委員長の審査報告を求めます。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　１７日の建設委員会におきまして委員長である比嘉佑直議員が午後から国体の打ち合わせがありまして席をはずしましたので、副委員長の私から建設委員会の報告をさせていただきます。議案第１０１号「１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算」、議案第１０３号「議決内容の一部変更について」、議案第１０４号「工事請負契約について」、議案第１０５号「那覇市水道事業の基本計画変更について」、諮問第２号「公有水面埋立て免許申請について」以上５件について一括して本委員会における審査の経過および結果の報告をいたします。

　　まず、議案第１０１号「１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算」については、当局の説明によると、第一地区ならびに美栄橋地区の土地区画整理事業に要する予算の補正であり、その内容としては、歳入で繰越金に１３,０９１ドルを追加し、歳入予算総額は５０,４７５ドルとなつております。次に歳出では、永年の懸案であつた国県有地の換地計画が正式に決定され換地処分および登記事務が一挙に増大し、その事務処理のため当初の予算額１,３８７ドル72セントでは不足をきたすことになり、職員手当に１,５９７ドル、その付帯経費としての共済費（医療保険負担金）が２４ドル、それに数年来難渋していた辻工事区における物件移転補償費が昨今の諸物価高騰で補償単価が値上りし、当初の予算額１,６４７ドルでは補償が困難となつたためその補償費として１,７１４ドル、さらに清算業務を早期に処理する必要が生じたため、この清算交付金として９,７５６ドルをそれぞれ追加し、補正総額は１３,０９１ドルで、歳出予算総額は５０,４７５ドルとなつております。

　　審査の主なるものを申し上げますと、

　１．繰越金１３,０９１ドルの追加については、当初予算で２万ドルを想定して計上してあり、７１年度決算で３３,０９１ドルの決算額が生じているので、今回その差額分を追加計上した。

　２．国県有地の換地計画決定は１１月１３日付で行政主席から通知がきており、その所管の省である建設省、大蔵省も正式に承認している。

　３．仮清算金の総額は、122万1,500ドル16セントで、交付額95万3,123ドル6セント、差し引き２６万８,３７７ドル１０セントとなつているが。これはあくまで仮清算であり、確定清算の段階では増減があるものと思う。

　なお、清算金の交付並びに徴収は那覇市がやるが、７１年６月現在で未徴収の金額が１４万４,９２８ドル１７セントもあり、これの納付期限については、行政実例等では、換地処分をしてから５ヵ年間となつているが、仮清算の期間が長期にわたつているので、仮清算は本清算と同様にみて、いわゆる継続しているという考え方もあるので、目下検討中である。

　　また今回行なわれる７０万９,０００坪余の換地処分は沖繩では初めてで、従つて事務量も膨大であるので、職員を督励し１２月中にはこれらの事務処理が完了するよう、その準備を進めている。

　　以上の説明に対し、委員会はこれを了とし、本案については全会一致可決すべきものと決定いたしました。

　　次に、議案第１０３号「議決内容の一部変更について」本案は、１９７１年度石嶺公営住宅建築工事（Ｄ工区）について、１９７１年７月３０日議会の同意を得て上地組が工事施工中でありますが、土工事、杭工事および鉄筋コンクリート工事の設計変更により、契約金額が減額となり、議会の同意を得るため提案されております。

　なお、Ａ、Ｂ、Ｃ、工区の減額分については、議会からの委任事項による専決処分の金額の範囲内であるので、１２月定例会で報告したいとのことであります。

　委員会は以上の当局説明を聴取し、若干の質疑の後、本件については同意すべきものと決定いたしました。

　　また、議案第１０４号「工事請負契約について」は１９７１年度事業の那覇新港岸壁工事（－１１m岸壁３６６.６m）の追加工事として、－１１m岸壁５８m－３mの物揚場１３３mの工事を施工するものであります。

　なお、本件の工事費は、１９７１年度事業の那覇新港岸壁工事費のうち、その落礼差額分を充てたいとのことであります。

　委員会はそのほか、なお若干の質疑の後本案については、同意すべきものと決定いたしました。

　議案第１０５号「那覇市水道事業の基本計画変更について」当局説明によると、水道法第７条（認可の申請）及び第１０条（事業の変更）に基づき、水道事業者はそれぞれ、その手続をする義務が課せられている。

　しかし、事業者はもろもろの事業についての手続きはやつてなく、政府に申請することなく今日に至つているのが現状である。

　来年本土復帰に伴ない、琉球政府と本土厚生省との事務引継ぎに際し、これらの書類を完備しなければならず、政府は今年８月１２日付で各市町村長宛通達し、各届出書類の要求をしているので、水道局ではそれに従い、１９８０年度を目途に給水区域、給水人口および１日最大給水量の基本計画を策定したので、水道法第１０条第１項に基づき申請したい。

　申請する場合に、同法施行規則第５条第２号により、議会の議決を証する添付書類が必要のため提案したとのことであります。

　これに対し、主なる質疑を申し上げますと、１９８０年度を目標に人口を３５７,４００人と算定しているが、その算定基準について質しましたところこの人口は行政人口でなく、給水人口で、算定基準は国勢調査を基礎とし、算定方法は５つの方法があるが、那覇市は中都市を対象とする「べき曲線方式」をとり、１９８０年度には推定人口が３５８,２００、外人人口６,５００人となり、推定人口プラス外人人口に普及率９８％を掛けたのが給水人口即ち、３５７,４００人であるとのことであります。

　委員会はそのほかなお若干の質疑の後、本案については、全会一致可決すべきものと決定いたしました。

　諮問第２号「公有水面埋立て免許申請について」委員会は、現場視察の後、当局説明を聴取したのでありますが説明によると本件は琉球バス株式会社代表取締役久保田盛宏から行政主席宛１９７１年４月１０日付で提出された公有水面埋立免許申請に基づき、６月２５日付で公有水面埋立法施行規則第５条の規定により那覇市に対し諮問されたものであります。

　　なお公有水面埋立法第３条および同法施行規則第５条により答申の期限は３ヶ月以内となつておりますが、本件のいきさつおよび都市計画上の調査検討のため、今月２０日まで答申を延期してもらつたとのことであります。

　　委員会は、以上の当局説明に対し活発な質疑を行なつたのでありますが、結論として次の理由で全会一致「支障あり」と決定いたしました。

　理由

　１．現場視察の結果、該地は既に埋立てられており、その埋立ての手続は法的に疑義がある。

　２．該地の浸水、排水対策が明らかでなく、布設されている１.５mヒユーム管一本では排水が十分可能とは思われない。

　３．また、該地埋立てに対し那覇市は

　　(ｲ)　該地は、埋立地をあわせて１４,０００㎡もあり将来を考えた場合、現在政府が道路用地として西側に確保してある一本の道路では不足なので、反対側（東側）にも幅員６mの道路用地を確保してもらいたい。

　　　なお、護岸沿に４mの管理用地を確保してもらいたい。

　　(ﾛ)　西側の道路は直線に変更してもらいたい。隣接地と交換すれば可能と思料される。

　　(ﾊ)　埋立地内の道路計画は那覇市の市道認定基準（市道の認定基準等に関する規程那覇市訓令第４号１９７１年５月１８日）に適合するようにし、完成後は市に無償で譲渡すること。

　　(ﾆ)　埋立地内に施行計画されている雨水排除施設は計画道路敷地に位置を変更して施工し、構造については、公共下水道の施設基準に適合させること。

　　　５６３の１番地の宅地排水計画としてポンプ排水を計画しているが自然流下の排水が技術的に可能であり、維持管理上も有利であるので、自然流下で排除すること。

　　　また、雨水排除施設の完成後は公共下水道として那覇市に無償で譲渡すること。

　　　以上の条件を提示してあるがそれらの条件が満たされてない。

　以上ご報告申し上げ、各位のご賛同を得たいのであります。






○　議長（辺野喜英興君）

　　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。






○　仲村正治君

　　建設委員長にお尋ねいたします。議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算を審査するにあたつて、当年度予算が適正に執行されているかについて質疑がかわされたかどうかをお尋ねいたしたいと思います。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　本年度事業についての質疑は若干ありました。それで委員会としては、その件に関しては具体的なものは出ませんけれども、適正に行なわれているとというふうなことで一応は了解しております。






○　仲村正治君

　　本員が調べたところによりますと、那覇市の１９７２年度土地区画整理特別事業の予算、並びに行政事務が的確に運営されてないという疑義をはさんでおりますので、もし委員長をしてこれが答弁できなければ委員長から当局に答弁を求めていただきたいと思います。

　　　　　　（「議長、休憩してください」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩します。

（午前１０時３１分　休憩）

（午前１０時３２分　再開）






○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　ただいま６番議員からの質疑の内容につきましては、当局からその説明をお願いしたいと思います。

　　　　　　　（「おかしいじやないの、これから質問するというんでしよう」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩します。

（午前１０時３３分　休憩）

（午前１０時３４分　再開）






○　議長（辺野喜英興君）

　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　仲村正治君

　　それじやあ当局から答弁を得てから具体的にお尋ねをしたいと思いましたけれども、９月の定例議会で区画整理事業の一環として町字界の区域変更が可決されておりますけれども、今回換地処分の認可が出ておりますが、去つた９月の定例議会で可決された泉崎町の１丁目、２丁目、あるいは３丁目の一部が泉崎町２丁目に、あるいは字二中前にそれぞれ変更されておりますが、その換地の認可がその部分も含まれているかどうかについて審議されたかどうかについてお尋ねいたしたいと思います。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　委員会におきましてはそういう詳しい内容もあつたかと思いますけれども、ただいまの、こういつた質疑については当局のほうから答弁してもらつたほうがより適切じやないかと思いますんで、当局のほうからただいまの質疑に対するお答えを願いたいと思います。






○　建設部長（水間平君）

　　質問の意味がわかりませんけれども。






○　議長（辺野喜英興君）

　　じやあ６番議員もう１回お願いします。






○　仲村正治君

　　去つた９月議会に町字界の区域の変更の事件が議会において議決されております。それは上泉町１丁目、２丁目の一部が泉崎町２丁目、上泉町の３丁目が字二中前にそれぞれ変更される事件が議決されておりますけれども、今回の認可告示の中にその部分も包含されているかについてお尋ねをいたしたいと思います。






○　建設部長（水間平君）

　　お答えいたします。町字界の名称、区域の変更の問題と区画整理の換地処分の決定については必ずしも一致いたしません。それで今度換地処分になりますのは、従来の区画整理区域に限られるわけであります。そこで町字界の変更の問題と区画整理の換地処分の区域とは必ずしも一致しないということであります。






○　仲村正治君

　　私はこの部分が必ずしも一致するかどうかについて聞いているわけではありません。その部分も認可告示がなつた部分に含まれているかについてをお尋ねしているわけであります。






○　都市計画課長（嘉手納是敏君）

　　ただいまの地域は区画整理の換地処分の地域に入つておりません。

　　（「入つてない？認可されてない、ということですか」という者あり）

　　そういうことです。






○　仲村正治君

　　総務委員会が終わつてから、休憩の中でその問題について触れましたら、都市計画課の係長かしれませんが、その分が入つているということを言つておりましたけれども、間違いなく入つてないわけですね。






○　都市計画課長（嘉手納是敏君）

　　確かに入つておりません。いまの場所は上泉の一部を二中前に入れた地域それと泉崎、現在の上泉の一部がちようどハーバービユーの地域に隣接する部分がございまして、その部分はたまたま行政区画整理というふうなことでやりますと、いわゆる町界町名整理の部分と区画整理事業によつて起こる町界町名整理の部分がどうもうまくいつしよにかみ合つてきませんので、それを町界町名整理に包含して整備するほうが好ましい、ということでたまたま出てきた処分でございます。で、そういう関係で区画整理の換地処分とは関係なくて、町界町名の整理の処分といつしよになつているわけです。






○　仲村正治君

　　それじやあ、これを申し上げたいと思います。私がこの図面を指摘してこの部分に入つてないところ、これを指摘いたしましたらこれは明らかにミス・プリントであります、ということを認めております。さらに１１月１５日の“市民の友”にもこういうふうなことが出ております。これがミス・プリントであるということを認めておりますけれども、課長と係長の意見が一致しませんけれども、どつちが正しいか。

　　　　　　　　（「部長、答弁しろ、部長」という者あり）






○　都市計画課長（嘉手納是敏君）

　　確かにこの図面には一部間違いがございます。間違いはごさいますけれども、その間違いの部分は区画整理の換地処分の区域の図面じやごさいませんで、町界町名整理の図面でございまして、その部分で間違いがあるということなんです。ですからいまの上泉の一部が二中前に入つているということと、上泉の一部が泉崎に入るということは、たまたま区画整理地域の町界町名整理をする際に、その部分まで含めて町界町名整理をする区域として考えた、ということなんです。そういつたことで、この図面では町界町名整理をする地域の図面を載せたつもりなんですけれども、たまたま区画整理区域の図面体にとどまつていると。ですからその間違いの分は現在指摘されました二中前の一部と、さらに上泉の泉崎に入る部分の一部が抜けているということなんです。






○　仲村正治君

　　この町界町名変更図が間違つているということを認めておりますのでこれ以上申し上げませんけれども、こういう間違つた図面のままで市民に表示をしているがそれを訂正する意思があるかどうか。またこれをつくるのに幾らの費用がかかつたか、これをお尋ねいたしたいと思います。






○　都市計画課長（嘉手納是敏君）

　　現在、その図面についてはできるだけ訂正して配布するようにしております。予算についてはいま予算書を持つておりませんのであとで報告いたしたいと思います。






○　仲村正治君

　　予算については課長がわからないということだが、こういう行政運営のあり方だから絶えず間違いを起こすんです。これは先ほど６００ドル内外かかつたということを聞いております。こういうふうに市民の税金が不適確に使われている、実にでたらめな行政運営であります。前会の本会議でいろいろストの問題について市政の麻痺問題が追求されましたけれども、このようななかではたして沖繩と本土との格差を是正し本土に追いつくことができるか。こういう市長の行政態度で本土復帰準備体制が整えられているか、実に情けなく思うわけでございます。市長は部下の指導督励を十分やつていただきたいとかように思つております。以上で終わります。






○　議長（辺野喜英興君）

　　議案第１０３号、議決内容の一部変更について質疑に入ります。






○　金城重正君

　　委員長にお尋ねいたします。提案理由の説明の中に土工事、杭工事および鉄筋コンクリート工事の設計変更というのがありますけれども、差額が約６,６００ドル違つております。どういう面でそのような金額が違つてきたのか。また契約の段階でそういう見通しがなかつたのかどうか。それについて審議をされたかどうかお尋ねいたします。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　委員会においてそういつた質問がなされております。当初杭が全部入るという設計見積りをしたそうでありますが、これを予算執行の段階で調査をいたしましたところ、契約にはその変更ができるという条項がございまして、その変更条項に基いてこういつた設計変更がなされたというふうな内容の説明がございました。






○　金城重正君

　　最初の契約の段階で契約の変更ができるから検討した結果、今回その一部の工事請負契約の変更をやつたんだという、何か抽象的な説明でありますけれども、もうちよつと詳しく説明していただきたいと思います。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　当初見積つた予算と、実際工事をやつてみた結果においては地盤が相当よかつたために、杭工事、土工事といつたものが当初の見積りと、実際にそこの土地の状態から違つていたというふうなことでございます。






○　金城重正君

　　ということはその最初の段階でボーリングとかそういうものをやらないで、そしてすぐ契約をやつたのか、後になつてこの杭工事などがいらないんだということになつたのか、その点について審議されたかどうか。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　そういうことであります。いわゆる工事の段階でこういつた杭工事、あるいは土工事についていらなくなつたというふうなことでございます。






○　金城重正君

　　いらなくなつたから変更したんだということですが、これは最初の契約の段階でボーリングをやつて契約をやつたのか、そういつたことが審議されたかどうか。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　そういうことについては具体的に審議されておりません。






○　金城重正君

　　７月３０日に工事請負契約されておるわけですが、そのときに一応杭工事も必要、土工事も必要だというふうなことで契約はやつたわけなんです。しかし実際にやつてみると３つぐらいいらなくなつた。そこで設計変更をやつて請負契約の金額にも差額が出てきた、それで議決内容の一部変更があるけれども、それをやる前にボーリングとかそういうものはやらなくて、目算でこれもいい、あれもいいだろうということで予算をとつて契約をやつたのかそこを聞いているわけです。そういう審議はやつたのかどうか。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　先ほど申し上げましたようにそういう具体的な審議はなされておりません。






○　金城重正君

　　ひとつ建設委員の方々、もつと詳しく審議していただきたいと思います。






○　金城吾郎君

　　１５番議員の質問に対して補足説明をいたしたいと思います。これまで何百という工事請負契約の議案が出されておりまして、本議会においてこれが審議可決なされております。またこのような議決内容の一部変更についても同様でございます。ところでこの１０３号議案に出ております土工事、杭工事、および鉄筋コンクリート工事の設計変更は、先ほど委員長報告にありましたように当初の設計、契約どおりやるべきはずでありますけれどもいま１５番議員の指摘のとおりその工事着工以前においてボーリングもやらなければならない。しかしこれはあの地域全体においてすでにボーリングがなされているわけであります。ところがボーリングというものは基礎工事全般についてやるわけではなくて、その地域に何メーター打つとか、何十メーター打つとかというふうにボーリングはやるものであります。これは１分刻み、あるいは１メーター刻みでやるものではないわけであります。したがつてこのボーリングが適確を欠く場合においてはこの工事中途において設計変更がなされる。これも過去において幾たびか経験があつたとおりでありまして、決してそのようなことをやらずにずさんな契約をやつたものではない、こういうことがはつきりただされておるものであります。






○　金城重正君

　実は委員会でそういうふうな審議がなされたかどうかということをいつておるのでありますが、委員長はなかつたということであります。






○　金城吾郎君

　　委員長は忘れたかも知れませんがやつております。






○　金城重正君

　　そこでその契約の変更についての土工事と杭工事、それから鉄筋コンクリート工事の内訳はどのようになつているか、委員会で審議されたかどうかお尋ねいたします。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　土工事、杭工事、鉄筋コンクリリート工事とそういつた面についてのそれぞれの内訳について聞いておりません。






○　金城重正君

　　それの内訳の審議もなされていないというようなことでございますがそれはそれでけつこうでございましよう。本員はその内訳について聞きたい。さらにその地域のボーリングをやつたかどうかという点については１９番議員から補足説明がありまして審議があつたということですのでけつこうであります。これは委員長に対する質疑とはちよつと裏腹になるかも知れませんが、その点は議長のほうでご了解をしていただきたい。というのは１１月１８日の木曜日の新聞那覇市内版が出ておりますが、市当局のずさんなやり方で雨漏りする市営住宅が出ております。これは石嶺団地であります。そういうような点から本員はそのボーリングをやつたか、杭工事はどうしてとられたのか、変更しなければならんのか。そういう点についてやはり委員長に質疑をやりたかつたんでありますが、やつていないということですのでこれは１２月議会に持ち越したいと思います。以上で終わります。






○　中村昌信君

　　諮問第２号、公有水面埋立て免許申請についてでありますが、先ほどの委員長報告の中では全会一致で支障ありという結論が出ておるようでけつこうでございます。一点お伺いいたしますのは、本員も現場を見ました。さらに雨期の時期、あるいは暴風時期において、この埋立てによつて近くの作物が全部荒らされている。そうして仲井間の部落区民もこれに対して反対をいたしております。これに対して委員会として区民の声を聞いたかどうかお伺いいたしたいと思います。






○　建設副委員長（島袋宗康君）

　　区民の直接の声は聞いておりません。それからあの埋め立てによつて川が氾濫したんではないかという点についても委員会の審議の中には出ておりません。






○　議長（辺野喜英興君）

　　質疑を終結し採決に入ります。議案第１０１号、１９７２年度那覇市土地区画整理事業特別会計補正予算についてはただいまの委員長の報告どおり可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　議案第１０３号、議決内容の一部変更については委員長の報告どおり同意することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　議案第１０４号、工事請負契約について委員長の報告どおり同意することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　議案第１０５号、那覇市水道事業の基本計画変更について委員長の報告どおり可決することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　諮問第２号、公有水面埋立て免許申請について委員長の報告どおり支障ありとすることにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　（「異議なし」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて本件は支障ありと決しました。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（辺野喜英興君）

　　以上で全日程は終了いたしました。これにて１９７１年第１３４回那覇市議会臨時会を閉会いたします。

（午前１０時５９分　閉会）

　　上会議録を調整し署名する。






　　　　１９７１年１１月２０日






　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　　　辺野喜英興　㊞






　　　　　　　　　　　　　　　　　署名議員　仲村正治　　㊞






　　　　　　　　　　　　　　　　　署名議員　金城甚松　　㊞
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